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火山を知り、共に生きる。



皆
さ
ん
は
霧
島
山
一
帯
に
火
山

が
い
く
つ
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
。
火
山
は
私
た
ち
の
生
活
に
関

わ
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
恵
み

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

体
感
で
き
る
一
つ
が
１※

霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
の
活
動
で
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
地
球
の
歴
史

を
学
び
、
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
「
大
地
の
公
園
」
の
こ
と
で
す
。

美
し
い
自
然
景
観
や
学
術
的
に
価

値
の
あ
る
地
形
、
地
層
な
ど
を
保

護
し
、
生
態
系
や
人
々
の
暮
ら
し

と
の
関
わ
り
を
考
え
、
観
光
や
教

育
、
防
災
に
生
か
し
ま
す
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
活
性
化
会

議
事
務
局
長
の
古
園
俊
男
さ
ん

（
68
）
に
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅

力
を
聞
き
ま
し
た
。

「
狭
い
範
囲
に
20
あ
ま
り
の
火

山
や
火
口
湖
が
ひ
し
め
き
合
う
雄

大
な
景
観
が
魅
力
で
す
。
火
山
噴

火山を知り、共に生きる。

平
成
23
年
１
月
26
日
、
約
３
０
０
年
ぶ
り
に
新
燃
岳
が
本
格
的

な
マ
グ
マ
噴
火
を
し
ま
し
た
。
１
月
26
日
、
27
日
の
噴
火
に
よ
る

火
山
灰
量
は
、
平
成
26
年
の
１
年
間
に
桜
島
が
噴
出
し
た
火
山
灰

量（
約
３
３
０
万
㌧
）の
７
倍
以
上
に
相
当
し
ま
す
。
噴
火
に
よ
り

空く
う

振し
ん

で
窓
ガ
ラ
ス
が
割
れ
た
り
、
宿
泊
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
い

だ
り
す
る
な
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

太
古
の
昔
か
ら
噴
火
を
繰
り
返
し
て
き
た
新
燃
岳
や
韓
国
岳
、

高
千
穂
峰
な
ど
の
霧
島
山
。
噴
火
の
脅
威
と
共
に
、
私
た
ち
に
さ

ま
ざ
ま
な
恵
み
も
与
え
て
く
れ
ま
す
。

新
燃
岳
噴
火
か
ら
５
年
を
迎
え
た
今
、
あ
ら
た
め
て
火
山
に
つ

い
て
考
え
ま
す
。

平成23年１月27日午前４時７分韓国岳から

平成23年
１月27日午

後４時16分
空撮

（小林市提
供）

新燃岳噴火
から５年
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火
の
歴
史
ご
と
に
植
物
の
様
相
が

異
な
る
の
で
、
１
万
５
千
年
前
の

２※

氷
期
に
あ
っ
た
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
豊
か
な
雨

量
の
お
か
げ
で
１
３
０
０
種
も
の

植
物
が
生
育
し
て
い
る
こ
と
も
貴

重
で
す
」

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
見
ど
こ
ろ

を
案
内
す
る
ジ
オ
ガ
イ
ド
の
育
成

に
も
携
わ
る
古
園
さ
ん
は
、
新
た

な
可
能
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

「
お
客
さ
ま
に
火
山
や
植
生
な

ど
の
話
を
し
た
り
、
火
山
を
一
望

で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
に
案
内
し
た
り

す
る
と
、
驚
き
や
感
動
し
た
と
喜

ん
で
く
れ
ま
す
。
外
国
人
の
ツ

ア
ー
客
も
増
え
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー

ク
が
霧
島
市
の
新
た
な
魅
力
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」

霧
島
が
も
っ
と
好
き
に
な
る

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
活
動
を
広
め

て
い
る
古
園
さ
ん
は
「
霧
島
市
に

は
温
泉
や
食
べ
物
な
ど
素
晴
ら
し

い
素
材
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
背
景

に
は
火
山
の
恵
み
が
あ
り
ま
す
。

単
に
山
に
登
る
だ
け
で
は
、
そ
の

魅
力
に
な
か
な
か
気
付
き
に
く
い

の
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
情

報
収
集
し
た
り
、
ジ
オ
ガ
イ
ド
を

利
用
し
た
り
し
て
火
山
と
の
関
わ

り
や
面
白
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

そ
う
す
る
こ
と
で
も
っ
と
ふ
る
さ

と
“
霧
島
”
を
好
き
に
な
る
と
思

い
ま
す
」
と
期
待
を
込
め
ま
す
。

陵
南
中
学
校
で
は
生
徒
が
ジ
オ

ガ
イ
ド
か
ら
霧
島
山
の
歴
史
や
植

生
な
ど
を
学
び
、
郷
土
愛
を
育
む

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認

定
を
目
指
し
て
い
る
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
。
古
園
さ
ん
は
「
認
定
さ

れ
る
と
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
地
域

活
性
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
地
元
の
人

に
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
体
感
し
て

も
ら
い
、
そ
の
魅
力
を
発
信
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
願
い
を
込
め

ま
す
。

火山を知り、共に生きる。
※1 霧島ジオパーク
　国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）の事業で、

「日本ジオパーク」に認定されるには、日本ジオパー
ク委員会の審査を受けなければなりません。霧島ジ
オパークは平成22年９月14日に日本ジオパークに
認定されました。
　鹿児島・宮崎県をまたがる５市１町（霧島市、曽於
市、都城市、小林市、えびの市、高原町）の行政と
民間の組織や団体からなる霧島ジオパーク推進連絡
協議会を運営組織として、世界ジオパーク認定を目
指しています。
　平成28年１月現在、世界ジオパーク33か国120
地域、日本ジオパーク39地域が認定。

霧島ジオガイドがジオパークの見どころを案内
するジオツアー

えびの高原だけに自生しているノカイドウ。国
の天然記念物。４月下旬から５月上旬が見頃

陵南中学校１年による霧島ジオパークガイド体
験学習。ジオガイドから霧島山の成り立ちを学
び、保護者を案内する

霧島山に生息するミヤマキリシマ。５月から６
月ごろが見頃

霧島ジオパーク活性化会議事
務局長。平成15年に霧島ネイ
チャーガイドクラブを設立、同
クラブの会長。霧島ジオガイ
ドの養成講座のアドバイサー
も務める。小林市在住。

古
園 

俊
男
さ
ん（
68
）

ジオパークを知ると
地域の魅力が深まる

平成22年９月14日に

日本ジオパークに認定された霧島ジオパークは、

私たちにどのような効果をもたらすのでしょうか。

※2  地球の気候が長期にわたって寒冷化する期間。氷河時代ともいわれ、現在よりも気温が5 〜 6℃程度低かったと考えられる。3  Kirishima City Public Relations, 2016.2, Vol.225, Japan



霧 島には火山の恵みを感じられる
所がいっぱいあります。

　今回、霧島ジオガイドの田中裕一さ
ん（70）の案内で、ジオパークをあまり
知らないと話す塩満友子さん（37）、高
尾野友紀さん（30）に、ジオパークの
魅力の中からえびの高原池巡りと温泉、
食などを体験してもらいました。

えびのエコ
ミュージアムセンター
えびの市末永1495-5
時間：午前９時～午後５時
休館：無休
☎0984（33）3002
霧島ジオパークの拠点施設。
最新の登山道の規制情報、霧
島山の活動情報を発信してい
ます。霧島山へ登山やトレッ
キングを楽しむときは事前に
情報を入手。霧島の自然を写
真、映像、模型などで紹介。
高千穂峰・中岳探勝路に登る
ときは高千穂河原ビジターセ
ンター【霧島田口2583-12 ／
時間：午前９時～午後５時／
休館：無休／☎（57）2505】を
ご利用ください。

ブ
ナ
の
実
。
寒
い
地
域

に
生
息
す
る
ブ
ナ
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

根元には植物名や特徴
が書かれた看板も。

冬には樹氷も見られます。風向きが
一定方向だと、羽毛やエビの尾のよ
うな形になります。

二
に

湖
こ

パノラマ展望台へ
火口湖「六観音御池」や「白紫池」、韓国岳
などの火山地形を一望できます。

えびの高原池巡りコース

霧島ジオガイドが霧島山の植生や成
り立ちなどを案内します。

田
中 

裕
一
さ
ん（
70
）

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た
く

て
ジ
オ
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。
案
内
し
た
方
か

ら
、
勉
強
に
な
っ
た
、
面
白
い
と
い
う
声
を
聞
く

と
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ぜ
ひ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

ジオパークを体験しよう

霧
島
ジ
オ
ガ
イ
ド

髙
尾
野 

友ゆ

紀き

さ
ん（
30
）
隼
人
町
在
住

霧
島
神
水
峡
に
あ
っ
た
柱
状
節
理
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
さ
に
び
っ
く
り
。
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
に
、
火
山
の
仕
組
み
な
ど
が
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
あ
っ
て
初
め
て
知
る
こ
と
ば
か
り

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

体
験
者

塩
満 

友と
も

子こ

さ
ん（
37
）
隼
人
町
在
住

地
形
や
野
菜
に
も
火
山
と
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を

教
わ
り
、
普
段
気
に
し
た
こ
と
の
な
い
火
山
を
身

近
に
感
じ
ま
し
た
。
ジ
オ
ガ
イ
ド
か
ら
霧
島
山
の

成
り
立
ち
や
植
物
の
特
徴
を
聞
い
て
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
を
も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

体
験
者

※�山に登る
ときは必ず

登

山届を出し
ましょう。

登山、トレッキングに便利な「霧島トレッキ
ングマップ」。霧島山の詳しい登山道のほか、
トレッキングや登山の際の注意事項も掲載。
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溝辺物産館「よこでーろ」 溝辺町麓2408
時間：午前９時30分～午後６時　休館：1月1日～ 3日　☎（58）2949
軽石や火山灰で作られたシラス土壌は、サツマイモやお茶の栽培に適しています。市内の物産館
には、ほかにもジオの恵みを受けた野菜などがいっぱい。

霧
島
神
水
峡
遊
歩
道

霧
島
神
宮
の
近
く
／
時
間
・
休
館
な
し

詳
し
く
は
市
観
光
課
ま
で
☎（
64
）０
８
９
５

７
８
８
年
の
御
鉢
噴
火
で
流
れ
出
た
溶
岩
流
が
冷
え

固
ま
り
で
き
た
柱
状
節
理
。
火
口
か
ら
約
５
㎞
も
離

れ
て
い
る
の
に
、
こ
こ
ま
で
溶
岩
流
が
流
れ
込
ん
で

き
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

霧
島
温
泉
市
場 

牧
園
町
高
千
穂
３
８
７
８
－
１
１
４

時
間
：
午
前
８
時
～
午
後
６
時（
足
湯
は
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

休
館
：
無
休　
☎（
78
）３
１
２
１ 

※
時
間
、
休
館
日
は
店
舗
ご
と
に
異
な
り
ま
す

温
泉
は
地
下
水
が
マ
グ
マ
や
蒸
気
の
熱
で
温
め
ら
れ
湧
き
出
た
も
の
。
市
内
に
は
4
つ
の
温
泉

郷
や
気
軽
に
楽
し
め
る
足
湯
も
。
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
。

温
泉
の
蒸
気
を
利
用
し
た
温
泉
た
ま
ご

や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
温
泉
ま
ん
じ
ゅ
う

な
ど
も
味
わ
え
る
。（
有
料
）

ジオパークを体験しよう

霧島ジオガイドの申し込み

あなたもジオパークを

体験してみませんか。

霧島

火山を知り、共に生きる。

◦�案内コース＝13コース
◦�ガイド料＝コースによって異なりますので、

問い合わせください。
◦�申込方法＝電話か霧島ジオパークホーム

ページから申込書をダウンロードし直接。
▶ホームページ
http://www.mct.ne.jp/users/kiri-geopark/

◦�申込期限＝希望日の２週間前まで

パンフレットはこちら
◦�えびのエコミュージアムセンター、市観光
案内所、市観光協会、市役所霧島ジオパー
ク推進課など。

�問・�申＝霧島ジオパーク推進課 ☎（64）0936

皆さんも
一緒に

楽しみましょう

ジオパークの
魅力、感じて
みませんか

湯気で蒸され、
おいしさ
バツグン

霧島ジオパーク 検索

5  Kirishima City Public Relations, 2016.2, Vol.225, Japan



火
山
は
恵
み
だ
け
で
な
く
、
時

に
噴
火
な
ど
大
き
な
災
害
を
も
た

ら
し
ま
す
。
そ
ん
な
火
山
と
ど
の

よ
う
に
向
き
合
え
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協

議
会
顧
問
で
鹿
児
島
大
学
准
教
授

の
井
村
隆
介
さ
ん
（
52
）
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

火
山
と
共
に
生
き
る
た
め
に
は

「
霧
島
山
は
活
火
山
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
平

成
26
年
に
発
生
し
た
御お

ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴

火
の
よ
う
に
気
象
庁
の
噴
火
警
戒

レ
ベ
ル
が
１
で
も
、
い
き
な
り
噴

火
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
活
火

山
に
１
０
０
％
の
安
全
は
あ
り
ま

せ
ん
。“
新
燃
岳
噴
火
か
ら
５
年

が
た
っ
た
”
で
は
な
く
、
次
に
来

る
で
あ
ろ
う
噴
火
へ
の
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
が
５
年
進
ん
だ
と
考
え
る

べ
き
で
す
」

で
は
ど
う
す
れ
ば
安
心
し
て
火

山
に
登
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
井
村
さ
ん
は
、
ま
ず

そ
の
山
の
情
報
を
得
る
こ
と
か
ら

と
訴
え
ま
す
。

「
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
は
、
新
燃
岳
の

火
山
性
地
震
の
回
数
な
ど
の
情
報

を
毎
日
提
供
し
て
い
ま
す
。
気
象

庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
霧
島
山

の
活
動
状
況
も
公
表
し
て
い
ま
す
。

最
低
で
も
事
前
に
こ
れ
ら
の
情
報

を
確
認
す
る
こ
と
が
大
事
。
自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
が
重
要

で
す
」

ジ
オ
パ
ー
ク
で
防
災
意
識
を

井
村
さ
ん
は
、
ジ
オ
パ
ー
ク
を

活
用
す
る
こ
と
が
防
災
意
識
の
啓

発
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
を
込
め

ま
す
。

「
噴
火
の
記
憶
は
月
日
が
た
つ

と
薄
れ
て
し
ま
い
、
そ
の
恐
ろ
し

さ
を
忘
れ
が
ち
で
す
。
霧
島
ジ
オ

パ
ー
ク
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
火

山
の
仕
組
み
や
噴
火
の
歴
史
を
学

び
、
火
山
の
脅
威
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
で
学
ぶ

こ
と
は
防
災
に
も
直
結
し
て
い
ま

す
。
学
校
や
地
域
で
定
期
的
に
ジ

オ
パ
ー
ク
で
学
び
、
市
民
が
主
体

的
に
噴
火
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

な
ど
を
実
施
し
て
防
災
意
識
を
高

め
て
お
く
こ
と
が
、
火
山
の
麓
で

暮
ら
す
私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な

平成23年１月27日午後５時５分韓国岳から（霧島ジオガイド永友武治さん提供）

❶新燃岳噴火による空振被害。牧園町高千穂
❷�平成23年2月1日午前７時56分霧島市役所から。空振を引
き起こした噴火。きのこ雲のような噴煙が上がる

❶❷

皆さんの家庭でも日ごろから準備をし、
いつ起こるか分からない災害に備えましょう。
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こ
と
で
す
。
そ
れ
が
観
光
客
に
安

心
し
て
霧
島
山
に
来
て
い
た
だ
く

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
」

霧
島
市
は
霧
島
山
と
桜
島
の
火

山
に
挟
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
個
人

や
地
域
が
日
ご
ろ
か
ら
備
え
、
実

践
的
な
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
防
災
意
識
を
し
っ
か
り
と
持

つ
こ
と
が
大
事
で
す
。

新
燃
岳
噴
火
か
ら
５
年
。
皆
さ

ん
は
い
ざ
と
い
う
と
き
の
備
え
が

で
き
て
い
ま
す
か
。
当
時
の
記
憶

が
薄
れ
つ
つ
あ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、

火
山
と
共
に
生
き
る
意
味
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ
る
さ
と
“
霧

島
”
が
も
っ
と
好
き
に
な
る
き
っ

か
け
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

モーターサイレン
　噴火などの防災情報を伝える
ため、新燃岳を中心に聞こえる
範囲が2.5kmあるモーターサイ
レンを５基設置。

戸別受信機
　屋内でも防災情報を聞けるよ
うに、新燃岳噴火時の避難対象
地域36か所に防災行政無線の
戸別受信機を設置。

避難壕
　平成24、25年度に高千穂河
原、湯之野、大浪池登山道入口
に噴石を避けるための避難壕を
設置。

霧島火山防災マップ
　まさかのときに備え、
平 成21年に「環 霧 島 会
議」で作成。新燃岳噴火
のときにはこれを防災
対策に活用した。安心安全課に配
布しているほか、市ホームページ
からダウンロードできる。

霧島市総合防災マップ
　避難所や危険箇所などを記載、
１冊の冊子にまとめた防災マップ。
現在、㈱ゼンリンと協働で作成中。
来月以降、各世帯に順次配布予定。

出前講座
　皆さんの元へ職員が伺い、噴火災害などのさまざま
な防災について講義を行います（無料）。申し込み方法
など、詳細は問い合わせください。
◦�日時＝毎日（12月29日～翌年１月３日を除く）午前

９時～午後９時のうち２時間以内

緊急速報メール
　気象庁が地震速報や噴火、大雨などに関する特別警
報を発表したときに携帯電話（NTTドコモ、au、ソフ
トバンク）利用者に配信。機種によって設定が必要な
場合があります。
�問＝安心安全課　☎（64）0997

活火山霧島山

平成25年５月に桜島の大規模噴火を想定
した市総合防災訓練。２年に１回実施。

火山を知り、共に生きる。

新燃岳噴火から５年。市
では過去の教訓を生かし、
防災の備えの必要性を訴
え、住民の生命と財産を
守ることに徹しています。

災害
対策

鹿
児
島
大
学
学
術
研
究
院

理
工
学
域
准
教
授

井
村
隆
介
さ
ん（
52
）

大
阪
府
出
身
。
学
生
時
代
か
ら
霧
島
山
の
地

質
を
研
究
し
、
そ
の
姿
を
見
続
け
て
き
た
。

姶
良
市
在
住
。
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人
気
力
士
が
霧
島
に
大
集
合

2015年度の「現代の名工」に隼人町姫城の㈲セイナさつ
きブライダル・代表取締役の米德さつきさん（76）が選ば
れ11月24日、報告のため市役所を訪れました。米德さん
はこれまでブライダル関連で数々の賞を受賞、霧島ふるさ
と大使の衣装を無償提供するなど地元貢献にも力を入れて
います。米德さんは「これからも女性の美のお手伝いをし、
後輩への指導にもさらに力を入れたい」と話しました。

現代の名工に米
よ ね

德
と く

さつきさん

展望所から叫ぶ声の大きさを競う「惣
そう

陣
じん

が丘
おか

絶叫大会」が
11月22日、福山町の惣陣が丘展望所で開催されました。錦
江湾や霧島山を展望できる同所をPRしようと市商工会青年
部福山支部が初めて実施したもので、来場した100人の中か
ら20人が地元自慢や将来の目標、家族への感謝などを大声
で告白すると、大きな歓声や拍手が起こっていました。

11月15日、桜島や海底噴火を想定した避難訓練が行われ、福山
町小廻地区の子どもから高齢者まで約80人が参加しました。消防
団福山方面隊が初めて企画したもので、避難を呼びかける放送が流
れると消防団員の誘導で避難場所の小廻公民館に移動。公民館では
津波発生時に想定される水面の高さを確認したり、女性消防団によ
る炊き出し訓練などが行われました。

福
山
の
頂
上
で

地
元
愛
を
叫
ぶ

福
山
町
小こ

廻め
ぐ
り

地
区
で

自
主
避
難
訓
練

き り し ま タ イ ム ズ

The Kirishima Times

霧島市として初めてとなる冬巡業大相撲霧島場所が
12月８日、国分体育館で開催されました。おじゃん
せ霧島大使の白鵬関のほか日

は る ま

馬富
ふ

士
じ

関、鶴
かく

竜
りゅう

関の３横
綱をはじめ、人気力士を間近で見ようと県内外から
2,800人が詰め掛けました。観客は日ごろ見ることが
ない稽古の様子や、迫力満点の取り組みを見たり、憧

れの力士と記念撮影や握手をしたりして、大相撲の魅
力を満喫していました。

また、米国での心臓移植手術が無事成功した陵南小
３年の水

つ

流
る

添
ぞえ

日
ひ な た

向君が、移植手術への募金を広く呼び
掛けた白鵬関に土俵上で感謝の気持ちを伝えると、会
場からは大きな拍手が送られました。

ちびっ子相撲の逸ノ城関 白鵬関と水流添日向君白鵬関の取り組みを食い入るように見守る会場

広報きりしま  8



市内の学生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」

世界に3,000羽ほどしかいないクロツラヘラサギのうち、
約370羽が日本に飛来します。そのうち約30羽が国分隼
人の海岸沿いで毎年11月から５月ごろまで羽を休めます。
週３回ほど海岸沿いに行きますが、シャッターチャンス
は一瞬なので、気が抜けません。貴重なクロツラヘラサ
ギが飛来することを知ってもらうため撮影を続けたいです。
【撮影データ】絞り13.0　シャッター1/3200　ISO1600

日没直後の隼人駅で撮影しました。発車を待つ２
両のディーゼル車には車内に明かりがともり、暖か
そうな雰囲気でした。普段から通学で見慣れている
白に青線の入った車両ですが、ファインダーを通し
たときに、駅ホームの雰囲気や赤いテールライトを
つけている列車のつくる風景は、どこか懐かしい感
じがしました。奥の車両のテールライトが、手前の
車両の側面に当たるように撮影位置を調整しました。
【撮影データ】絞り5.0、シャッター1/5、ISO400

鹿児島工業高等専門学校 電気電子工学科３年

西田 裕昭さん（69）  国分広瀬、写真歴４年

浜田 晃輔さん（18）  写真歴１年

クロツラ飛翔

列　車

プロ野球ドラフト会議で埼玉西武ライオンズ
から指名された第一工業大学の國

こく

場
ば

翼投手（21、
沖縄県出身）と呉

ウー・

念
ネン

庭
ティン

内野手（22、台湾出身）が
11月13日、入団の報告に市役所を訪れました。
二人は「大学では霧島のおいしい水、空気、米
で育ちました。早くチームに貢献できるよう頑
張りたい」とプロでの活躍を誓いました。

（写真左から國場投手、前田市長、呉選手）

第一工大から2人西武へ入団

「防災フェスタINきりしま2015」が11月８
日、市消防局であり市内外から3,500人が訪
れました。消防や救命の知識・技術を普及す
るため、会場では心肺蘇生指導、緊急車両の
展示、子どもレスキュー体験、消火体験など
がありました。消防局職員による救急訓練披
露では、本番さながらの真剣な様子を見物客
らが固

かた

唾
ず

を飲んで見守りました。

消防・防災活動を身近に
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years old
20

学校に通いながら医療事務の研
修生として働いています。生ま
れ育ったこのまちには、成人式
の会場となった駅舎や、丸岡公
園など、すてきな場所がたくさ
んあります。これからもふるさ
とを大切にしながら、地域や社
会に貢献していきたいです。

横
川
地
区

有あ
り

村む
ら 

沙さ

耶や

さ
ん

現在、自営業の父の元で、一人
前になるため仕事のノウハウを
学んでいます。日々、働くこと、
お金を稼ぐことの大変さを感じ
ています。今まで育ててくれた
両親に感謝し、これからは社会
人として責任を持ち、霧島市に
貢献していきたいです。

牧
園
地
区

三み

原は
ら 

大だ
い

地ち

さ
ん

尊敬する人はいつも笑顔を絶や
さず、女手一つで私を育ててく
れた母。心から感謝します。将
来は私も笑顔であふれる明るい
家庭を築きたいです。これから
もずっと霧島市で暮らして、地
元の人たちに恩返しできるよう
な仕事をしたいです。

霧
島
地
区

柳や
な
ぎ 

和わ

香か

奈な

さ
ん

新
た
な
門
出
に
希
望
と
可
能
性
が
ふ
く
ら
む
　
　
　
。

大
人
へ
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た

１
６
２
８
人
の
新
成
人

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人

式
が
１
月
３
日
と
５
日
に

市
内
の
７
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
成
人
式
は
平
成
７
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月
１

日
に
産
ま
れ
た
人
が
対
象
。
少
子

化
の
影
響
で
、
霧
島
市
が
誕
生
し

て
か
ら
最
も
少
な
い
成
人
者
数
と

な
り
ま
し
た
。

会
場
に
集
ま
っ
た
新
成
人
は
、

華
や
か
な
振
り
袖
や
ス
ー
ツ
、
は

か
ま
な
ど
を
身
に
ま
と
い
、
各
会

場
は
同
級
生
や
恩
師
と
の
再
会
や
、

写
真
を
撮
る
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

各
地
区
ご
と
に
開
催
さ
れ
た
式

典
で
は
、
新
成
人
の
中
か
ら
数
人

が
実
行
委
員
と
し
て
数
か
月
前
か

ら
準
備
が
進
め
ら
れ
、
ふ
る
さ
と

の
特
色
を
取
り
入
れ
た
式
典
が
開

か
れ
ま
し
た
。

霧
島
地
区
で
は
、
ろ
う
そ
く
を

と
も
し
て
大
人
の
誓
い
を
す
る「
と

成人としての新たな旅立ち

❶❷久しぶりの再会を喜び、スマートフォンやカ
メラで記念写真　❸ステージ上で新成人が恩師
にお礼や思い出などを述べた　❹霧島地区では
新成人全員が近況や今後の抱負を語った　❺
国分会場は式典後の屋外も新成人で埋め尽くさ
れた　❻保護者が準備したクラスの思い出の作
品　❼タイムカプセルの思い出の物や手紙に思
わず笑みがこぼれる　❽歴史ある大隅横川駅
での成人式　❾会場中が黒酢の香りにつつま
れた福山地区の「黒酢で乾杯」　❿ろうそくに照
らされた笑顔の新成人たち

❶❷

❸❹

市のフェイスブックペー
ジ「きりしまWAGON」
で成人式の様子を撮
影した写真を公開して
います。

霧島市をもっと

スキ
にさせちゃうぞ
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CIVIC NEWS

建設資材の販売をしています。
将来の夢は霧島市に家を建てて、
幸せな家庭を築くこと。大人と
して恥ずかしくないよう、責任
ある行動を心掛けていきたいで
す。大好きな霧島市のため、私
たちの世代がもっとまちを盛り
上げられるよう頑張ります。

溝
辺
地
区

花は
な
　
ど
う堂 

健け
ん

斗と

さ
ん

成人式を迎え、社会の一員とし
ての自覚が芽生えました。家族
をはじめ、今まで支えてくれた
多くの方々に感謝します。今後
は、大学で学んでいる障がい児
教育を中心に、社会のために自
分は何ができるのかを考えてい
きたいと思います。

国
分
地
区

川か
わ

口く
ち 

穂ほ

乃の

佳か

さ
ん

自然と触れ合う環境の整ったこ
のまちが自慢のふるさとです。
小学２年から始めた野球で培っ
た体力と、高校の野球部監督の
影響で、現在大学の教育学部で
保健体育を学んでいます。将来、
体育教師として霧島市で教壇に
立ちたいです。

福
山
地
区

指い
ぶ

宿す
き 

凌り
ょ
うさ

ん

県短期大学で商経学を学んでい
ます。今までを振り返ると反抗
期など迷惑を掛けたこともあり
ましたが、ここまでやってこら
れたのも両親、友達、先輩たち
の支えがあったからです。感謝
の気持ちを忘れず、これからは
恩返しをしていきたいです。

隼
人
地
区

森も
り 

華か

奈な

子こ

さ
ん

も
し
び
の
つ
ど
い
」、
福
山
地
区

で
は
地
元
特
産
の
黒
酢
を
使
っ
た

「
黒
酢
で
乾
杯
」、
横
川
地
区
で
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
の「
大
隅

横
川
駅
で
の
式
典
」、
牧
園
地
区
で

は
一
人
一
人
が
決
意
な
ど
を
語
っ

た「
新
成
人
20
歳
の
主
張
」、
多
く

の
新
成
人
で
あ
ふ
れ
た
国
分
・
隼

人
地
区
の
会
場
で
は
、
互
い
の
成

長
を
喜
び
合
う
光
景
や
、
わ
が
子

の
晴
れ
姿
を
じ
っ
と
見
守
る
保
護

者
の
姿
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。溝

辺
地
区
の「
恩
師
と
新
成
人

の
ト
ー
キ
ン
グ
」で
、感
謝
や
思
い

出
を
恩
師
と
伝
え
合
っ
た
水つ

流る

添ぞ
え

翔し
ょ
う

馬ま

さ
ん
は「
少
し
は
成
長
し
た

姿
を
見
せ
ら
れ
た
か
な
」
と
ほ
ほ

笑
み
ま
し
た
。水
流
添
さ
ん
と
5

年
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た
恩
師
の

岩
元
光
博
さ
ん
は「
頼
も
し
く
成

長
し
て
く
れ
て
う
れ
し
い
。地
元

に
貢
献
で
き
る
大
人
に
な
っ
て
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

各
地
区
の
対
象
者（
出
席
者
）は
、

国
分
地
区
８
１
４
人（
５
４
９
人
）、

溝
辺
地
区
99
人（
83
人
）、
横
川
地

区
45
人（
37
人
）、
牧
園
地
区
71
人

（
56
人
）、
霧
島
地
区
55
人（
41
人
）、

隼
人
地
区
４
８
０
人（
３
１
５
人
）、

福
山
地
区
64
人（
58
人
）で
し
た
。

霧島市成人式

❺❽

❾�

❻

❼
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◎国分府中

吉松雅美さん（27）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

正
月
や
お
盆
で
親
戚
が
集

ま
っ
た
と
き
だ
け
、
必

ず
最
後
に
出
て
く
る
ご
ち
そ
う
が

『
ま
ぜ
ま
ん
ま
』。
亡
く
な
っ
た
祖

母
が
作
る
わ
が
家
の
味
で
し
た
」。

そ
う
話
す
の
は
国
分
府
中
の
吉
松

雅
美
さ
ん（
27
）。
吉
松
家
の
ま
ぜ

ま
ん
ま
と
は
、
温
か
い
ご
飯
に
正

月
料
理
で
残
っ
た
材
料
の
鶏
肉
や

さ
つ
ま
揚
げ
な
ど
を
シ
イ
タ
ケ
だ

し
で
甘
辛
く
煮
て
混
ぜ
た
「
混
ぜ

飯
」
の
こ
と
で
す
。

福
山
町
福
沢
に
実
家
が
あ
る
吉

松
さ
ん
。
祖
母
の
キ
ミ
さ
ん
の
家

と
は
隣
同
士
で
、
子
ど
も
の
こ
ろ

は
毎
日
の
よ
う
に
遊
び
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。「
祖
母
は
学
校
や
友

達
と
の
話
を
よ
く
聞
い
て
く
れ
ま

し
た
。
父
母
に
叱
ら
れ
る
と
祖
母

の
家
に
よ
く
逃
げ
込
ん
で
い
ま
し

た
ね
。『
ま
た
来
た
ね
ぇ
』
と
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
て
大
好
き
で
し

た
」
と
懐
か
し
そ
う
に
笑
い
ま
す
。

そ
ん
な
キ
ミ
さ
ん
が
病
気
で
急

死
し
た
の
は
吉
松
さ
ん
が
高
校
３

年
の
と
き
。
そ
れ
以
来
ま
ぜ
ま
ん

ま
を
食
べ
る
機
会
が
な
く
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
吉
松
さ
ん
は
「
特

別
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

吉
松
さ
ん
が
再
び
ま
ぜ
ま
ん
ま

と
出
会
っ
た
の
は
、
今
か
ら
６
年

前
の
こ
と
。
祖
父
が
入
院
し
て
以

来
、
親
戚
が
吉
松
さ
ん
の
実
家
に

集
ま
る
よ
う
に
な
る
と
、
母
の
裕

美
さ
ん（
57
）が
祖
母
の
味
を
思
い

出
し
な
が
ら
再
現
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。「
懐
か
し
い
。こ
の
味
だ
」

と
口
を
そ
ろ
え
る
親
戚
の
言
葉
に
、

吉
松
さ
ん
は
「
私
の
脳
裏
に
も
祖

母
の
懐
か
し
い
姿
や
思
い
出
が
浮

か
ん
で
き
ま
し
た
。
毎
年
味
わ
っ

て
い
た
何
気
な
い
味
が
、
今
も
祖

母
の
面
影
を
残
し
て
く
れ
る
“
ご

ち
そ
う
”
だ
っ
た
ん
で
す
ね
」
と

目
を
細
め
ま
す
。

今
で
は
母
に
習
っ
て
作
る
よ
う

に
な
っ
た
吉
松
さ
ん
。「
自
分
に

も
子
ど
も
が
で
き
た
ら
食
べ
さ
せ

て
あ
げ
た
い
。
私
が
祖
母
を
思
い

出
す
よ
う
に
、
い
つ
か
こ
の
味
が

私
と
の
絆
に
な
る
よ
う
に
」
と
願

い
を
込
め
ま
す
。
吉
松
家
の
ま
ぜ

ま
ん
ま
は
、
変
わ
ら
な
い
も
の
こ

そ
が
家
族
の
絆
を
つ
な
い
で
く
れ

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

変わらない“ごちそう”祖母の「まぜまんま」

〈材　料〉     米３合、干しシイタケ小４個、鶏モモ肉100ｇ、さつま揚げ（棒天）４本、か
まぼこ1/2本、切り干し大根20ｇ、福神漬け50ｇ、塩こんぶ15ｇ

 （Ａ）シイタケの戻し汁100㏄、濃口しょうゆ大さじ２、みりん大さじ２
 （Ｂ）砂糖大さじ２と1/2、塩１つまみ

〈作り方〉 ①   干しシイタケ、切り干し大根を水に戻しておく。
 ②   戻った①、鶏モモ肉、さつま揚げは小口切り、かまぼこはいちょう切りにする。
 ③   切った材料を炒めて、火が通ったら（Ａ）を加え、水気がなくなるまで煮て

冷ます。
 ④   炊いた米に（Ｂ）と③、福神漬け、塩こんぶを混ぜる。
 ⑤   皿に盛り、彩りにいんげん、きぬさやなどを添える。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時
＝２月11日（木）午後３時30分～、

　（再放送）２月12日（金）午前10時30分～

◦コーナー
名＝「Junjunと堀ちゃんの

　かごっま弁で語いもんそぉ」

ま
ぜ
ま
ん
ま （
４
人
前
）
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月曜夜８時、出演者とにぎやかなトークを交わすのはＦ
Ｍきりしまパーソナリティーの藤山粋

い き

さん（40）です。「分
かりやすく言えば、目立ちたがりなんです」と話を伺った
日の藤山さんの格好は、黒の皮ジャンに金髪。軽快な話術
で出演者の緊張した面持ちを一瞬のうちに解きほぐしてし
まう藤山さんは、個性的な風貌とはギャップを感じる異色
のパーソナリティーです。

藤山さんの本業は牛の家畜人工授精師。畜産のまち福山
町で育ち、実家が人工授精の仕事をしていたこともあり、
高校を卒業後、東京の大学で獣医学を学びます。
「勉強もしましたが、人と話すのが好きで新宿でホスト

としても働きました。さまざまな人と出会って、初対面の
人とも楽しく話をした経験が、パーソナリティーの基礎に
なっているのかもしれないですね」

28歳で福山町に帰ってきた後は、商工会青年部に入り、
持ち前の明るさと人を引き付ける話術が評判を呼び、イベ
ントの司会や講演などを頼まれるようになります。ＦＭき

りしまのパーソナリティーの依頼を受けたときにも二つ返
事で引き受けました。

担当するラジオ番組「笑顔で繋ぐ心のバトン Y
ヤ ン グ

oung 
G
ゴ ー ゴ ー

oGo!」は、霧島青年会議所や商工会青年部など地域で活
躍する若者をゲストに、それぞれの活動を紹介します。「霧
島の若者が頑張っている姿をリスナー
に届けたい。私はゲストの声を増幅さ
せるアンプだと思っています。本当に
伝えたい思いや、本人も気付いていな
い魅力を引き出して、分かりやすく伝
える。それが私の役目」とパーソナリ
ティーとしての信念を話す藤山さん。

番組には放送を聞いた若者からたく
さんのメッセージが寄せられ、藤山さ
んのファンも広がっています。藤山さ
んの語りは、ラジオに乗って霧島の若
者を元気にしてくれます。

若者の若者による、若者ためのコーナー

私のオススメ（まちで出会ったおしゃれな若者にお勧めスポットを聞きました）

若者を引き立てる粋なラジオ番組を“ON AIR”

こーちゃん・あーちゃん
[霧島のお勧めスポット]�
牧園のまほろばの里。

グラススキー体験などができる。

もかちゃん・ゆうき
[霧島のお勧めスポット]�

国分の城山公園。
遊具が充実していて一日中遊べます。

とうま・えみ・しんたろう
[霧島のお勧めスポット]�

住吉運動公園。
広いグラウンドでいっぱい遊べます。

えな・ひでみ
[霧島のお勧めスポット]�

日当山の家族湯。
家族でのんびり癒やされます。

ゆうた・りさ
[霧島のお勧めスポット]�

国分の広瀬コミュニティー広場。
子どもが楽しめる遊具があります。

�
今回のナビゲーターは、FMきりしまの金野彰子さんです。
今回はＦＭきりしまでラジオパーソナリティを務める藤山粋

いき
さんを紹介します。市内で活躍する若者の声をラジオに乗

せて全国に発信しています。

藤山 粋
いき
さん（40）

福山で商工会青年部を
中心とした地域活性化
に取り組む。仕事と地
域活動の両立は家族の
理解と協力のおかげと
話す。福山町佳例川在
住。
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昨
年
８
月
、
東
京
で
行
わ
れ
た
第
12
回

全
国
中
学
生
弓
道
大
会
に
県
代
表
と

し
て
初
出
場
し
、
個
人
競
技
男
子
の
部
で
２

位
に
輝
い
た
の
は
、
溝
辺
中
学
校
３
年
の
野

村
優ゆ

う

亮す
け

君（
15
）で
す
。
野
村
君
が
弓
道
を
始

め
た
の
は
中
学
１
年
の
春
。
弓
道
の
国
体
選

手
だ
っ
た
両
親
の
は
か
ま
姿
と
弓
を
引
く
動

作
に
「
か
っ
こ
い
い
」
と
ひ
か
れ
、
同
中
の

弓
道
部
に
入
部
し
ま
し
た
。

し
か
し
野
村
君
は
「
矢
を
放
つ
と
き
に
弓

の
弦つ

る

が
顔
や
腕
に
当
た
る
の
が
恐
く
て
、
最

初
は
射
る
こ
と
す
ら
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

同
級
生
の
部
員
は
自
分
と
同
じ
初
心
者
。
そ

の
中
で
も
一
番
下
手
。
正
直
恥
ず
か
し
か
っ

た
」
と
入
部
当
初
を
振
り
返
り
ま
す
。

悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
入
部
２
か
月
後
か
ら

夜
の
弓
道
場
に
両
親
と
通
い
、
弓
を
射
る
練

習
を
重
ね
た
野
村
君
。
１
か
月
ほ
ど
し
て
、

初
め
て
的
の
端
に
当
た
っ
た
と
き
「
目
の
前

が
ぱ
っ
と
開
け
た
感
じ
が
し
て
、
弓
道
が

や
っ
と
楽
し
く
な
っ
た
」
と
照
れ
く
さ
そ
う

に
話
し
ま
す
。

そ
の
後
順
調
に
上
達
を
続
け
ま
す
が
、
中

学
２
年
の
前
半
に
は
１
本
も
的
に
当
た
ら
な

い
惨
敗
が
続
く
ス
ラ
ン
プ
に
。
そ
ん
な
と
き

に
掛
け
ら
れ
た
の
が
「
で
き
る
こ
と
を
コ
ツ

コ
ツ
続
け
る
し
か
な
い
。
自
分
を
信
じ
て
」

と
い
う
父
・
譲じ

ょ
う

次じ

さ
ん（
43
）の
言
葉
。
焦
る

自
分
に
「
目
先
の
勝
利
に
こ
だ
わ
る
な
」
と

言
い
聞
か
せ
、
普
段
の
練
習
に
集
中
し
続
け

ま
す
。
そ
の
努
力
が
報
わ
れ
、
中
学
２
年
の

後
半
か
ら
復
調
。
養
わ
れ
た
精
神
力
の
強
さ

を
武
器
に
、
中
学
３
年
で
の
県
大
会
初
優
勝

に
続
き
、
全
国
大
会
２
位
と
い
う
結
果
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

野
村
君
は
「
的
に
当
っ
た
と
き
、
静
寂
な

空
間
に
響
く
“
パ
ン
ッ
”
と
い
う
音
が
好
き
。

心
の
状
態
が
結
果
に
直
結
す
る
と
こ
ろ
が
、

弓
道
の
厳
し
く
、
潔
く
て
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

上
達
で
き
た
の
も
素
晴
ら
し
い
仲
間
と
励
ま

し
、
競
い
合
っ
て
こ
ら
れ
た
か
ら
。
コ
ー
チ

と
し
て
み
ん
な
を
指
導
し
て
く
れ
た
父
に
も

感
謝
し
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

目
標
は
「
平
成
32
年
に
開
催
さ
れ
る
鹿
児

島
国
体
で
優
勝
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
野
村

君
。
定
め
た
狙
い
に
迷
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
27
年
度
第
12
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会

個
人
競
技
男
子
の
部
2
位

自
分
に
打
ち
勝
ち

つ
か
ん
だ
勝
利

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます

水を打ったような静寂の中、的だけに集中し弓を引く野村君

このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。
夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

溝辺中学校３年

野村 優
ゆ う

亮
す け

君（15）

弓道で培った礼儀の良
さに背筋が伸びる。昨
年11月まで同中の生徒
会長。

YELL

涙を流しながら人の倍以上
練習してきた姿を見守ってき
ました。結果を出せたのは、
自分の努力のほかに素晴らし
い仲間や周囲の方々の支え
があったから。これからも感
謝を忘れず、努力してください。

母・美香さん（40）

エール
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ク
マ
は
眠
く
て
眠
く
て
仕
方
が
な

い
の
に
、
一
緒
に
遊
び
た
い
ア
ヒ

ル
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。
ク
マ
は

無
事
に
ぐ
っ
す
り
眠
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。

も
う
、ね
る
ん
だ
っ
て
ば
！

Ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｏ　

編

音
楽
メ
デ
ィ
ア
を
楽
し
む
た
め
の

機
器
の
成
り
立
ち
と
選
び
方
を

は
じ
め
、
ア
ン
プ
の
種
類
と
役
割
、

機
器
の
使
い
方
や
注
意
点
な
ど
を

紹
介
し
ま
す
。

ゼ
ロ
か
ら
理
解
す
る

オ
ー
デ
ィ
オ
入
門
帳

道
で
拾
っ
た
５
０
０
円
玉
が｢

オ

レ
さ
ま
で
、
好
き
な
も
の
買
い
な

よ｣

と
話
し
ま
し
た
。
で
も
、
ど
こ

に
行
っ
て
も
使
い
道
が
見
つ
か
り

ま
せ
ん
。

な
か
が
わ 

ち
ひ
ろ　

作

ジ
ョ
リ
・
ジ
ョ
ン　

作

原
爆
を
落
と
さ
れ
、
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
長
崎
で
暮
ら
す
母
と
、

原
爆
で
命
を
落
と
し
、
３
年
後
に

亡
霊
と
な
っ
て
母
の
前
に
現
れ
た

息
子
の
物
語
。

山
田 

洋
次
・
井
上 

麻
矢　
著

小
説 

母
と
暮
せ
ば

め
い
ち
ゃ
ん
の
５
０
０
円
玉

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時［対　象］ 場　　所
ほるとの森おはなし会 ２月13日（土）、27日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ３月 5日（土）10：30 ～ 11：30

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ３月 7日（月）10：30 ～ 11：00

おはなしの部屋
２月21日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
３月 3日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
３月 4日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ２月14日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） ２月15日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室

おはなし広場 ２月27日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

ずいぶん
前、夫に

この本を

薦められ
て以来、

読むたび
に

深い感動
を覚えてい

ます。開拓

農民として
苦しい生活

の中での

記録ともい
え、心の奥

からほと

ばしる飾
らない言

葉が胸を
打

ちます。時
代の流れ

と共に変

化する暮ら
しであって

も、人の

生きざまや
生活の原

点を、この

本の中で
学ばされま

す。

（国分向花
在住）

伊地知 和枝さん

おすすめの本

洟
はな

をたらした神

作者：吉野 せい

私
の
宝
本

母親の強い心に

勇気と力を

もらえます

倒
れ
る
と
き
は
前
の
め
り
／
有
川
浩

異
類
婚
姻
譚
／
本
谷
有
希
子

温
泉
妖
精
／
黒
名
ひ
ろ
み

溺
れ
る
月
／
新
野
剛
志

ガ
ラ
パ
ゴ
ス 

上･

下
／
相
場
英
雄

異
郷
の
友
人
／
上
田
岳
弘

そ
の
姿
の
消
し
方
／
堀
江
敏
幸

バ
ビ
ロ
ン
の
秘
文
字
１ 

胎
動
編
／
堂
場
瞬
一

ハ
ン
ニ
バ
ル
戦
争
／
佐
藤
賢
一

闇
医
者
お
ゑ
ん
秘
録
帖 

花
冷
え
て
／
あ
さ
の
あ
つ
こ

か
わ
い
い
通
園･

通
学
バ
ッ
グ
と
こ
も
の
／
リ
ト
ル
バ
ー
ド

フ
ァ
ス
ナ
ー
の
本
／
日
本
ヴ
ォ
ー
グ
社

お
い
し
い
理
由
が
よ
く
わ
か
る 

ス
イ
ー
ツ･

バ
イ
ブ
ル
／

福
田
淳
子

キ
キ
に
出
会
っ
た
人
び
と 

魔
女
の
宅
急
便 

特
別
編
／

角
野
栄
子

ア
カ
ン
や
ん
、
ヤ
カ
ン
ま
ん
／
村
上
し
い
こ

と
ん
で
も
な
い
／
鈴
木
の
り
た
け
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薩
摩
鶏

天
然
記
念
物

勇
壮
で
迫
力
あ
る
姿
は
、
風
格
と
威
厳
が

満
ち
あ
ふ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に
美
し
い
。

薩
摩
鶏
に
は
見
る
者
を
圧
倒
す
る
存
在
感
が
あ
り

ま
す
」。
薩
摩
鶏
の
甲
高
い
鳴
き
声
が
響
く
鶏
舎

で
そ
の
魅
力
を
話
す
の
は
、
日
本
薩
摩
鶏
保
存
会

理
事
長
の
瀬
戸
幾
男
さ
ん
（
69
）
で
す
。

薩
摩
鶏
は
、
古
く
は
鶏
同
士
を
戦
わ
せ
る
闘
鶏

用
、
現
在
は
観
賞
用
と
し
て
飼
育
さ
れ
て
き
た
日

本
固
有
の
鶏

に
わ
と
りで

す
。
昭
和
18
年
に
国
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
、
現
在
も
保
存
会
と
愛
好
家
の
間

で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
さ
ん
の
自
宅
敷
地

に
作
ら
れ
た
鶏
舎
で
は
約
20
羽
の
薩
摩
鶏
の
ほ
か
、

食
用
や
観
賞
用
の
３
種
類
の
鶏
を
飼
育
し
な
が
ら

種
の
保
存
や
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま
す
。

鶏
を
飼
育
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
子
ど
も
の

こ
ろ
。
当
時
は
多
く
の
家
で
鶏
が
飼
わ
れ
て
い
て
、

瀬
戸
さ
ん
も
実
家
で
鶏
を
飼
育
し
て
い
ま
し
た
。

「
５
歳
の
こ
ろ
、
祖
母
の
友
人
か
ら
『
歌
を
上

Vol.108THE SCENE

霧島に生きる

薩摩の誇りを未来につなぐ
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❶成鳥が楽しみなひなを抱える瀬戸さん　❷
鶏舎の清掃や手入れを欠かさない　❸伝染
病予防のため、鶏舎の入り口には石灰がまか
れる

手
に
歌
え
た
ら
鶏
の
ひ
な
を
あ
げ
る
』
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
自
分
の
鶏
を
飼
育
し
た
か
っ
た
私
は
、

当
時
流
行
し
て
い
た
“
銀
座
カ
ン
カ
ン
娘
”
を
歌

い
、
ご
褒
美
に
ひ
な
を
も
ら
っ
た
の
が
す
ご
く
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
２
羽
の
ひ
な
は
、
毎
日

か
わ
い
が
っ
た
か
い
も
あ
っ
て
、
多
く
の
卵
を
産

み
、
た
く
さ
ん
の
ひ
な
を
か
え
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
鶏
飼
育
の
と
り
こ
に
な
っ
た
き
っ
か
け
で

し
た
」

瀬
戸
さ
ん
が
初
め
て
薩
摩
鶏
と
出
会
っ
た
の
は

小
学
校
５
年
の
と
き
で
す
。
実
家
の
隣
に
住
ん
で

い
た
教
頭
先
生
が
飼
育
す
る
薩
摩
鶏
か
ら
ひ
な
が

産
ま
れ
、
熱
心
に
鶏
の
世
話
を
し
て
い
る
瀬
戸
さ

ん
の
姿
を
見
て
い
た
先
生
が
ひ
な
を
分
け
て
く
れ

ま
し
た
。

「
そ
の
頃
の
薩
摩
鶏
は
今
の
鶏
よ
り
少
し
小
さ

い
で
す
が
、
凄
ま
じ
い
跳
躍
力
が
あ
り
、
野
生
的

な
闘
鶏
の
血
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま
し
た
」

社
会
人
に
な
り
、
転
勤
の
多
か
っ
た
瀬
戸
さ
ん

は
鶏
を
飼
い
た
く
て
も
借
家
の
た
め
飼
え
な
い
実

情
が
あ
っ
た
た
め
、
東
京
や
福
岡
で
働
い
て
い
る

と
き
に
書
籍
を
集
め
鶏
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
書
籍
の
中
で
、
後
に
瀬
戸
さ
ん
に
と
っ
て
薩

摩
鶏
の
師
匠
と
な
る
瀬
戸
口
さ
ん
の
存
在
を
知
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
瀬
戸
さ
ん
は
帰
省
し
た
時
に
、

鹿
児
島
市
に
住
ん
で
い
た
瀬
戸
口
さ
ん
を
訪
ね
て

い
き
ま
し
た
。

「
瀬
戸
口
さ
ん
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
薩
摩
鶏
に

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
雄お

雄お

し
い
顔
つ
き
や
し
っ

か
り
と
し
た
胴
体
、
さ
ら
に
迫
力
あ
る
尾お

羽ば
ね

は
ま

さ
に
勇ゆ

う

壮そ
う

美び

麗れ
い

で
し
た
。
瀬
戸
口
さ
ん
に
毎
日
の

よ
う
に
電
話
を
し
て
飼
育
方
法
を
学
び
ま
し
た
」

薩
摩
鶏
は
、
１
羽
の
飼
育
に
２
平
方
㍍
以
上
必

要
な
こ
と
や
、
臭
い
や
鳴
き
声
に
敏
感
に
な
っ
た

地
域
社
会
で
は
飼
う
こ
と
が
難
し
く
、
飼
育
者
も

瀬戸 幾男さん（69）

日本薩摩鶏保存会の理事長
を20年以上務め、仲間と共
に種の保存に取り組む。太
極拳の師範として30年以上、
青少年育成のための拳法の
指導も27年間行った。隼人
町在住。

年
々
減
少
し
て
県
内
の
薩
摩
鶏
は
約
２
０
０
０
羽

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
51
歳
で
会
社
を
辞
め
た
瀬

戸
さ
ん
は
、
薩
摩
鶏
の
将
来
に
危
機
感
を
抱
い
て
、

本
格
的
に
種
の
保
存
の
た
め
鶏
を
飼
育
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

種
の
保
存
や
交
配
は
、
成
長
し
な
い
と
結
果
が

分
ら
な
い
根
気
の
い
る
作
業
で
す
。
そ
れ
で
も
瀬

戸
さ
ん
は
「
薩
摩
藩
で
は
薩
摩
鶏
の
闘
鶏
が
盛
ん

で
し
た
。
一
度
跳
び
上
が
る
と
空
中
で
相
手
に
何

度
も
攻
撃
し
、
着
地
と
同
時
に
さ
ら
に
跳
び
か
か

り
ま
す
。
そ
の
姿
は
攻
撃
に
特
化
し
た
薩
摩
の
自じ

顕げ
ん

流り
ゅ
うに

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
戦
に
向
か
う
薩

摩
武
士
が
自
ら
の
姿
と
重
ね
て
士
気
を
高
め
て
い

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
薩
摩
が
誇
る
こ
の
鶏
を

次
の
時
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
は
、
伝
統
を
つ
な
ぐ
と

い
う
こ
と
。
薩
摩
鶏
を
未
来
に
残
す
こ
と
が
私
の

宿
命
で
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。
飼
育
者
が
減
少

し
て
い
く
中
、
薩
摩
の
誇
り
を
未
来
に
つ
な
ぐ
た

め
、
瀬
戸
さ
ん
の
努
力
は
続
き
ま
す
。

❶❷

❸

天然記念物
薩摩鶏品評

会を

見に来ませ
んか

◦日時＝３月13日
（日）午前

９時～午後
３時

※雨天時は
３月20日（

日）に順延
します。

◦場所＝姶良市役
所加治木総

合支所

※種卵や種
鶏はご相談

に応じます
。

問＝日本薩
摩鶏保存会

【瀬戸】☎
090（4990

）4567
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培
し
た
場
所
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
花
は
霧
島
、

た
ば
こ
は
国
分
…
」
か
ら
始
ま
る
お
は
ら
節

の
一
節
に
も
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
梅
木
の
対
岸
（
国
分
中
央
六
丁

目
の
正
覚
寺
公
園
付
近
）
に
は
「
唐
人
町
」

と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は
琉

球
や
中
国
と
交
易
が
行
わ
れ
て
お
り
、
貿
易

船
が
錦
江
湾
か
ら
天
降
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

当
地
ま
で
来
航
し
た
り
、
中
国
の
商
人
た
ち

が
住
ん
で
い
た
り
し
た
こ
と
か
ら
唐
人
町
と

い
う
地
名
が
付
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の

天
降
川
に
貿
易
船
が
就
航
で
き
る
豊
富
な
水

量
と
十
分
な
水
深
が
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て

い
ま
す
。

当
時
の
天
降
川
は
中
洲
が
あ
る
こ
と
か
ら

も
分
か
る
よ
う
に
複
雑
な
流
れ
を
し
て
い
た

た
め
、
大
雨
に
よ
っ
て
一
旦
増
水
す
る
と
暴

れ
川
へ
と
変
貌
し
、
住
民
の
生
活
に
大
き
な

被
害
を
及
ぼ
し
て

い
ま
し
た
。

次
回
は
、
川
筋

直
し
が
行
わ
れ
た

背
景
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

（
文
責
＝
鈴
）

国
分
府
中
に
は
「
流

り
ゅ
う

合ご
う

」
と
い
う
地
名
が
、

霧
島
市
民
会
館
周
辺
に
は
「
川か

わ

跡と

」
と
い
う

地
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
当
時
、

河
川
と
関
係
が
深
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て

い
ま
す
。

天
降
川
の
地
形
と
産
業

中
洲
を
形
成
し
て
い
た
一
帯
（
舞
鶴
中
学

校
東
側
）
に
「
梅
木
」
と
い
う
場
所
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
島
津
家
十
六
代
当
主
島
津
義

久
の
家
臣
で
あ
っ
た
服は

っ

部と
り

宗む
ね

重し
げ

が
慶け

い

長ち
ょ
う

十

一
（
一
六
〇
六
）
年
に
た
ば
こ
を
初
め
て
栽

源
と
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
、
と
書
か
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
江
戸
時
代
に
お
い
て
天
降

川
と
い
う
名
称
は
一
般
的
で
は
な
く
、
上
流

か
ら
中
流
域
に
か
け
て
は
「
金き

ん

山ざ
ん

川
」、
下

流
域
で
は
「
大
津
川
・
広
瀬
川
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

天
降
川
の
名
称
が
一
般
的
に
な
る
の
は
昭

和
十
六
年
の
こ
と
。
当
時
の
牧
園
町
長
が
鹿

児
島
県
知
事
に
「
河
川
名
を
天
降
川
に
」
と

請
願
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
正
式
名
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

川
筋
直
し
以
前
の
天
降
川

川
筋
直
し
以
前
の
天
降
川
は
、
サ
ン
・
あ

も
り
近
く
の
参さ

ん

宮ぐ
う

橋
か
ら
下
流
が
国
分
府
中

の
西
側
を
大
き
く
迂う

回か
い

す
る
よ
う
に
国
分
シ

ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
方
面
に
流
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
第
一
工
業
大
学
の
西
側
か
ら
国
分
中

央
高
校
グ
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
流
れ
て
い
た

手て

籠ご

川が
わ

が
合
流
。
そ
の
先
は
、
国
分
平
野
を

東
西
に
大
き
く
二
分
す
る
川
幅
の
広
い
河
川

と
な
り
、
舞
鶴
中
学
校
付
近
に
あ
っ
た
中
洲

を
囲
む
よ
う
に
し
て
流
れ
、
錦
江
湾
に
至
っ

て
い
ま
し
た
。（
絵
図
参
照
）

旧
河
川
沿
い
の
小こ

字あ
ざ

を
調
べ
て
み
る
と
、

寛か
ん

文ぶ
ん

六
（
一
六
六
六
）
年
に
天
降
川
が
ホ

テ
ル
京
セ
ラ
横
を
流
れ
る
現
在
の
川
筋
に
変

わ
っ
て
か
ら
今
年
で
三
五
〇
年
を
迎
え
ま
す
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
天
降
川
の
川
筋
直

し
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

天
降
川
と
は

天
降
川
は
、
鹿
児
島
県
湧
水
町
の
国
見
岳

（
標
高
六
四
八
㍍
）
南な

ん

麓ろ
く

に
発
し
、
霧
島
市

を
縦
断
す
る
、
全
長
約
四
十
二
・
五
㌔
で
二

十
二
の
支
川
と
四
一
一
平
方
㌔
の
流
域
面
積

を
持
つ
、
市
内
最
大
の
二
級
河
川
で
す
。

そ
の
特
徴
は
、
姶
良
カ
ル
デ
ラ
の
周
辺
部

に
あ
る
こ
と
か
ら
、

・
シ
ラ
ス
台
地
を
削
る
よ
う
に
流
れ
て
い
る

・
高
低
差
が
大
き
い
（
滝
が
多
い
）

・
※

甌お
う

穴け
つ

や
峡

き
ょ
う

谷こ
く

を
形
成
し
て
い
る

・
湧
水
が
多
く
水
量
が
豊
富
で
あ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

天
降
川
の
名
の
由
来

江
戸
時
代
後
期
に
刊
行
し
た
『
三
国
名
勝

図
会
』に
よ
れ
ば
、天
降
川
の
名
は『
古
事
記
・

日
本
書
紀
』
で
登
場
す
る
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

の
孫

で
あ
る
瓊に

瓊に

杵ぎ
の

尊み
こ
とが

天
下
っ
た
霧
島
山
を
水

※流水で運ばれる軽石などが、川底の岩石面上を削ってつくる円形の穴。

天
降
川
の
姿 

そ
の
❶

３※

天あ
も
り降

川が
わ

川
筋
直
し
三
五
〇
年
記
念

十三塚

青葉小

国分小

唐人町

西小

向花小参宮橋

鹿児島神宮

舞鶴中

市役所

手籠川

天降川

天降川

春山

上野原

天降川川筋直し絵図

江戸時代初期のころの河川
現在の河川
現在の海岸線
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Cable TV

山ヶ野の金は、約
200万年前の火山岩
から採掘されていま
した。

石うすの表面のすじ
模様。

50

100

150

●

●

● ●

●

→

●

→ →

→

→

→

→

●

→

●

→

●

●

●

▲

大隅
横川駅

山ヶ野付近の川で採取
された砂金。
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体験の様子を
ケーブル

テレビで放送し
ます。

金 は通常、1000㌧の岩石に数グ
ラムしか含まれないとても珍し

い鉱物です。長い年月で形が無くなっ
た火山の跡などでは、金が集中して見
られることがあります。
　マグマによって熱せられた地下水
（熱水）は、周囲の岩石からさまざまな

成分を溶かし込みながら地下を循環し、
岩の割れ目に金などの結晶を成長させ
ます。これが長い年月を経て、地表近
くに現れたものが金

きん

鉱
こう

床
しょう

です。
　江戸時代には日本有数の産出量を
誇った横川町上ノの山ヶ野金山。近く
の丸岡公園からは、霧島山を一望する

ことができます。地熱発電が行われ、
たくさんの温泉が湧く霧島山の地下で
は、盛んな熱水活動が起こっていると
予想されます。今まさに金の結晶が作
られているかもしれませんが、それを
人々が手にできるのは、何十万年、何
百万年も先のことになるでしょう。

ジオパークとは、大地（ジオ）と人のつながりを見つめ直す公園のことです。
このシリーズでは、そんな霧島ジオパークのいろいろな楽しみ方をご紹介します。

Enjoy Geopark World!

金を含む鉱石はそのままでは精錬に回すことはできません。
石うすで細かく砕く作業が必要になります。

山先役（庄屋）の邸宅跡。集落には精錬所やフランスの鉱山技
師宅、刑務所などの跡地や、昔のままの石垣、橋なども見ら
れます。当時の様子を想像してみるのもいいかも。

火入坑は、この地域で最も金が採れた坑道とされています。
火をたいて石をもろくして掘り進んだために、この名前が付
けられました。

～楽しもう★ジオパーク！～●❾

金の郷・ 

山ヶ野を巡る

シリーズ第
９弾では、

霧島ジオガ
イドの大

尾桂久さん
が山ヶ野

金山の歴史
とジオの

つながりに
ついて紹

介します。

◦ 放送日時＝２月10日（水）～12日
（金）、○再17日（水）～19日（金）午
前３時～、９時～、正午～、午
後４時～、８時～、11時～

◦ 番組名＝南九州ケーブルテレ
ビ「情報マルシェ」

こ
ち
ら
の
２
次
元
コ
ー
ド

か
ら
も
視
聴
で
き
ま
す

じもテレ  霧島 検索

身近にある
ジオの恵み“金”に
触れてみませんか。

（霧島ジオガイド）

大
だい

尾
お

 桂
かつ

久
ひさ

さん

●❶

●❷ ●❸

山
やま

先
さき

役
やく

（庄屋）の邸宅跡

金の精錬前に使われた“石うす” 今も残る坑道跡・火
ひ
入
いれ

坑

●❶

火入坑

山先役（庄屋）の邸宅跡
石うす

郵便局

安良岳

←さつま町

丸岡公園

山ヶ野金山

↑湧水町

↓溝辺

刑務所跡

恵比寿堂

精錬所跡

鉱山技師宅跡

山ヶ野小学校跡

●❷

●❸

薩
摩
藩
は
こ
こ
で

財
を
得
て
、

天
降
川
の
川
筋
直
し
を

し
た
ん
だ
よ
ね
！

砂金採り大会にも参加経験があ

る、砂金探しの達人です。

国土地理院「地理院地図」に加筆



K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�
２
月
15
日（
月
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

２
月
23
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
委
員
会
付
託
、

一
般
質
問
）

◦�

２
月
24
日（
水
）・
25
日（
木
）／

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

３
月
11
日（
金
）／
本
会
議
（
補

正
予
算
委
員
長
報
告
、
採
決
）

◦�

３
月
25
日（
金
）本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

自
治
会
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

２
月
は
自
治
会
加
入
推
進
月
間

で
す
。
本
市
に
は
、
同
じ
地
域
の

住
民
同
士
が
互
い
に
助
け
合
い
、

協
力
し
な
が
ら
安
全
・
安
心
で
住

み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め

の
組
織
と
し
て
「
自
治
会
」
が
あ

り
ま
す
。
自
治
会
で
は
、
防
犯
・

防
災
、
教
育
、
子
育
て
、
親
睦
活

動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

し
て
「
地
域
力
」
や
「
地
域
の
絆
」

を
育
ん
で
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
築
き
上
げ
た
地
域

の
絆
が
い
ざ
と
い
う
と
き
の
力
に

な
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
自
治
会
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
共
生
協
働
推
進
課
☎（
64
）

０
９
８
８

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
な
ど
の

抹
消
・
変
更
手
続
き
は
早
め
に

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
で
原
動
機
付
自
転
車
、
軽

自
動
車
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
を
含
む
）、
二
輪
の
小
型
自

動
車
な
ど
を
所
有
・
使
用
し
て
い

る
人
に
対
し
て
課
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
な
ど
を
解
体
し
た
場

合
は
登
録
の
抹
消
、
譲
り
渡
し
た

場
合
は
名
義
変
更
を
し
て
く
だ
さ

い
。
手
続
き
が
な
い
と
、
平
成
28

年
度
も
引
き
続
き
課
税
さ
れ
ま
す
。

■
手
続
き
窓
口
に
つ
い
て

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄

以
下
）、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
用
を
含
む
）
は
、
税
務
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
福
山
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き

で
き
ま
す
。（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
、

新
旧
所
有
者
の
印
鑑
、
車
台
番
号

の
分
か
る
書
類
が
必
要
）
軽
自
動

車
、
二
輪
の
小
型
自
動
車
な
ど
は

県
軽
自
動
車
協
会
で
手
続
き
で
き

ま
す
。

■
税
率
の
変
更
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
か
ら
軽
自
動
車
税

の
税
率
を
変
更
し
ま
す
。

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
な

ど
は
、
す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る

車
両
を
含
め
た
全
て
の
車
両
に
改

正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
は
、
平
成
27
年
４
月
１

日
以
降
に
新
規
登
録
さ
れ
た
車
両

か
ら
改
正
後
の
税
率
が
適
用
さ
れ

ま
す
。
各
車
両
の
税
率
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
広
報
き

り
し
ま
11
月
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎�
�問
＝
税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
０
２
、
鹿
児
島
県

軽
自
動
車
協
会
☎
０
９
９（
２

６
１
）４
０
１
１

初は
つ
午う
ま

祭さ
い

南
九
州
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る

霧
島
市
を
代
表
す
る
伝
統
行
事
で
、

毎
年
、
県
内
外
か
ら
大
勢
の
見
物

客
が
訪
れ
ま
す
。

当
日
は
太
鼓
や
三
味
線
の
音
に

合
わ
せ
て
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
鈴
を

鳴
ら
し
な
が
ら
、
20
数
頭
の
鈴
か

け
馬
と
約
２
０
０
０
人
の
踊
り
連

が
一
体
と
な
り
、
踊
り
を
奉
納
し

ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
28
日（
日
）午
前
９

時
30
分
～
午
後
４
時
ご
ろ

⃝
�

場
所
＝
鹿
児
島
神
宮
と
そ
の
周

辺
※�

鹿
児
島
神
宮
周
辺
の
道
路
は
交

通
規
制
が
敷
か
れ
る
た
め
、
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
来
場
の

際
は
、
な
る
べ
く
公
共
交
通
機

関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
観
光
課
観
光
Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー

プ 

☎（
64
）０
８
９
５

霧
島
市
道
義
高
揚

豊
か
な
心
推
進
大
会

善
行
者
表
彰
と
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
、
記
念
講
演
を
行

い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
20
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

⃝
�

記
念
講
演
講
師
＝
岡
本
安
代
さ

ん（
元
Ｋ
Ｙ
Ｔ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

◎�

�問
＝
総
務
課
市
民
運
動
推
進
室

☎（
64
）０
９
１
５

敷
金
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
に
は

賃
貸
住
宅
を
退
去
す
る
と
き
、

貸
し
主
に
返
還
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
「
敷
金
」
は
、
未
払
い
家

賃
や
原
状
回
復
費
用
を
差
し
引
か

れ
た
残
額
が
借
り
主
へ
返
還
さ
れ

ま
す
。

し
か
し
「
高
額
な
原
状
回
復
費

用
を
請
求
さ
れ
た
」「
貸
し
主
が

精
算
に
応
じ
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ

ブ
ル
が
毎
年
発
生
し
て
お
り
、
特

に
年
度
末
は
こ
れ
ら
に
関
す
る
相

談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
借
り

主
は
次
の
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

◦�

退
去
時
に
貸
し
主
、
管
理
会
社
、

仲
介
業
者
な
ど
の
立
会
い
の
下

で
部
屋
の
原
状
確
認
を
す
る
。

◦�

退
去
時
の
原
状
回
復
費
用
の
内

訳
に
つ
い
て
、
貸
し
主
に
十
分

華やかな鈴かけ馬と大勢の見物客

広報きりしま  20

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n



鹿児島マラソン 検索

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

＝提出先提

合
は
代
理
人
の
印
鑑
も
必
要
。

◎�

�問・�申
＝
長
寿
・
障
害
福
祉
課

障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

８
５
５
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
お
得

国
民
年
金
保
険
料
は
、
日
本
年

金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書

以
外
に
、
口
座
振
替
で
も
納
付
で

き
ま
す
。

口
座
振
替
に
す
る
と
希
望
の
口

座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
、

納
付
忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

さ
ら
に
、
早
割
や
前
納
で
納
付

緑
の
募
金
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

今
年
も
２
月
か
ら
春
期
「
緑
の

募
金
」
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
昨

年
度
は
市
全
体
で
３
７
５
万
４
８

円
も
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
募
金
を
利
用
し
て
小
・
中

校
や
自
治
会
、
市
民
団
体
な
ど
に

緑
化
活
動
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
募
金
事
業
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

緑
化
活
動
を
希
望
す
る
団
体
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
み
ど
り
推
進
協
議
会
事
務

局（
林
務
水
産
課
内
）☎（
64
）０

９
３
８

国
分
郷
土
館
特
別
展
展
示
解
説

現
在
開
催
中
の
特
別
展
「
隼
人

の
城
～
霧
島
市
の
城
と
そ
こ
に
生

き
た
人
々
～
」
に
つ
い
て
、
同
館

の
専
門
員
が
展
示
会
場
で
詳
し
く

解
説
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
21
日（
日
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
国
分
郷
土
館

⃝
�

対
象
＝
20
人
程
度
（
申
し
込
み

不
要
）

⃝
�

料
金
＝
無
料（
入
館
料
が
必
要
）

⃝
�

入
館
料
＝
小
中
高
校
生
／
70
円
、

説
明
を
求
め
る
。

◦�

複
数
業
者
の
見
積
書
を
提
示
す

る
よ
う
貸
し
主
に
要
求
す
る
。

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
が
困
難

な
場
合
は
民
事
調
停
、
少
額
訴
訟

の
手
続
き
も
で
き
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
場
合
は
、
ま
ず
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ 

ー
☎（
64
）０
９
６
４

第
10
回
鹿
児
島
県

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

第
16
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
予
選
を
兼
ね
る
大
会
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
５
月
15
日（
日
）午
前
９

時
か
ら

⃝
�

場
所
＝
県
立
鴨
池
補
助
競
技
場

（
鹿
児
島
市
）
ほ
か

⃝
 

参
加
資
格
＝
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

⃝
�

競
技
種
目
＝
陸
上
、卓
球
、ア
ー

チ
ェ
リ
ー
、
水
泳
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
。

（
障
害
区
分
で
出
場
種
目
に
制

限
あ
り
）

⃝
�

定
員
＝
30
人
程
度
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

申
込
期
間
＝
２
月
15
日（
月
）～

３
月
４
日（
金
）

※�

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人
の
場

す
る
と
通
常
よ
り
お
得
で
す
。

■
毎
月
振
替
は
２
種
類

⃝
�

通
常（
翌
月
末
日
振
替
）＝
割
引

な
し
（
例:

４
月
分
の
保
険
料

を
５
月
末
日
に
振
替
）

⃝
�

早
割（
当
月
末
日
振
替
）＝
50
円

割
引
（
例:

４
月
分
の
保
険
料

を
４
月
末
日
に
振
替
）

■
口
座
振
替
に
よ
る
前
納

※�

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
は
、
納

付
書
で
の
前
納
よ
り
さ
ら
に
お

得
で
す
。

◎�

�問・�申
＝
加
治
木
年
金
事
務
所

☎（
62
）
３
５
１
１
、
保
険
年

金
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
８
８
６

前　納　の　種　類 申込期限

２年分前納 ４月～平成30年３月分
（24か月分） 2/29（月）

１年分前納 ４月～平成29年３月分
（12か月分） 2/29（月）

６か月分
前納

４月～９月分 2/29（月）
10月～平成29年３月分 8/31（水）

規制区間（国道10号） 規制内容 規制時間
重富郵便局前～
鳥越トンネル南側

車両
通行止め 8：10～ 15：25

重富中学校前～
重富郵便局前

車両片側
通行可 9：15～ 13：30

※規制時間、規制区間は変更されることがあります。

による交通規制にご注意

※公共交通機関のダイヤ変更や遅れなどが予想されます。
※郵便物や宅配便などが遅れて届くことも予想されます。
※詳しくは大会ホームページをご覧ください。

��問＝ 鹿児島マラソン実行委員会事務局（鹿児島市観光
交流部スポーツ課内）  ☎099（803）9622

　３月６日（日）に開催され
る「鹿児島マラソン2016」に
より、姶良市重富から鹿児島
市内にかけて国道10号の一
部が交通規制になります。
　当日は鹿児島市や姶良市な
どで大規模な交通渋滞が予想
されるため、姶良市方面へ向
かう人は車の利用を控え、電
車などの公共交通機関をご利
用ください。
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K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
i

n
f

o
r

m
a

t
i

o
n

◎�

�問
＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）１
１

１
９

「
ど
け
行
っ
た
ろ
徊か

い

？
」

ハ
ッ
ピ
ー
や
す
ら
ン
ド

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
横
川
町
安
良
地
区
で
寸
劇
や

ク
イ
ズ
を
取
り
入
れ
た
「
分
か
り

や
す
い
認
知
症
講
座
」
を
行
い
ま

す
。無

料
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
、
手
芸
な
ど
の
体
験
ブ
ー

ス
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
20
日（
土
）午
前
10

時
～
午
後
１
時
30
分
（
受
付
＝

午
前
９
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
安
良
小
学
校（
横
川
町
）

さ
い
。

※�

中
所
得
者
向
け
の
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
や
、
国
分
・
隼
人
地
区

を
除
く
市
営
住
宅
は
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
国
分
・
隼
人
地
区
は

建
築
住
宅
課
☎（
64
）０
９
０
９
、

ほ
か
の
地
区
は
各
総
合
支
所
産

業
建
設
課

き
り
し
ま
歴
史
散
歩

「
玉
里
島
津
家

資
料
か
ら
見
る

島
津
久
光
と
幕
末
維
新
」

平
成
27
年
３
月
に
玉
里
島
津
家

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
元
に
、

幕
末
維
新
期
の
薩
摩
藩
の
歩
み
に

つ
い
て
紹
介
す
る
黎
明
館
企
画
展

の
特
別
講
座
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
12
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

会
場
＝
隼
人
公
民
館

⃝
�

講
師
＝
市
村
哲
二
さ
ん
（
黎
明

館
学
芸
専
門
員
）

⃝
�

定
員
＝
50
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話

⃝
�

申
込
期
限
＝
３
月
４
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
文
化
振
興
課
文
化
財

グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１
１
９

大
学
生
・
一
般
／
１
３
０
円
。

◎�

�問
＝
国
分
郷
土
館
☎（
46
）１
５

６
２

あ
な
た
の
猫
の
飼
い
方

大
丈
夫
で
す
か

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推
進

月
間
」
で
す
。
県
内
で
は
平
成
26

年
度
だ
け
で
も
２
６
０
０
頭
あ
ま

り
の
猫
が
保
健
所
に
引
き
取
ら
れ

て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
次
の
ル
ー

ル
を
守
り
、
最
後
ま
で
飼
い
主
の

責
任
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
��

室
内
で
飼
う

猫
は
室
内
で
飼
い
、
交
通
事
故

や
け
が
、
感
染
症
な
ど
の
危
険
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

繁
殖
制
限
処
置
を
施
す

猫
は
年
に
複
数
回
出
産
可
能
で

す
。
不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
で
望

ま
な
い
繁
殖
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

所
有
者
を
は
っ
き
り
示
す

迷
子
札
な
ど
を
付
け
て
飼
い
猫

で
あ
る
こ
と
や
所
有
者
を
明
示
し
、

迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
保
健
所
へ

連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
姶
良
保
健
所
衛
生
・
環
境

課
☎（
44
）７
９
６
０

文
化
協
会
主
催
イ
ベ
ン
ト

舞
踊
や
ダ
ン
ス
、
箏こ

と

、
歌
謡
な

ど
の
芸
能
発
表
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
小
規

模
多
機
能
ホ
ー
ム
み
ど
り
の
風

☎（
72
）９
０
５
４
、
横
川
市
民

福
祉
課
☎（
72
）０
５
１
３

日
曜
・
祝
日
薬
局
の
変
更

広
報
き
り
し
ま
１
月
号
で
お
知

ら
せ
し
た
２
月
の
日
曜
・
祝
日
薬

局
で
、
２
月
21
日（
日
）の
フ
タ
ヤ

薬
局
国
分
店
が
ハ
ー
ト
薬
局
に
変

更
に
な
り
ま
し
た
。

◎�

�問
＝
姶
良
地
区
薬
剤
師
会
☎（
43
）

３
３
５
２募

　
集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。
申
し

込
み
は
団
地
ご
と
に
受
け
付
け

（
１
世
帯
１
団
地
に
限
る
）、
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

ま
す
。

⃝
�

申
込
書
の
配
布
、
受
付
期
間
＝

２
月
８
日（
月
）～
19
日（
金
）

⃝
�

抽
選
日
＝
３
月
３
日（
木
）

※�

申
し
込
み
に
は
所
得
制
限
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
。
部
屋
な

ど
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

第45回国分支部文化祭
（芸能部門）

第26回隼人支部
新春チャリティーショー

日　時
2/11(木・祝）
10：00～ 16：00
（開場は9：30）

2/21（日）
12：30～ 15：30
（開場は12：00）

場　所 霧島市民会館 隼人農村環境
改善センター

入場料 無　料
大人1,500円、
中学生以下500円

（未就学児は入場不可）

◦期間＝２月13日（土）、14日（日）
　午前７時～午後７時
◦場所＝国分旭通り
※ 期間内は交通規制が敷かれますので、ご協力をお願

いします。
��問＝霧島国分旭通り会初市本部  ☎（45）0133

こくぶ
旭通り
初市

木市や県内の特産品など約110店舗
の露店が並ぶほか、エイサーやアー
ト風船などのイベントも開催します。

広報きりしま  22



K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

１
１
０
５
仕
事
に
役
立
つ
エ
ク

セ
ル
基
礎
講
座

⃝
�

日
時
＝
３
月
８
日（
火
）、
９
日

（
水
）午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分

⃝
�

場
所
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
20
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
23
日（
火
）

必
着

１
２
０
９
パ
ソ
コ
ン
移
動
講
座

⃝
�

日
時
＝
３
月
11
日（
金
）午
後
１

時
30
分
～
４
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
霧
島
総
合
支
所

⃝
�

定
員
＝
10
人

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
26
日（
金
）必

着
〔
以
下
共
通
〕

⃝
�

受
講
料
＝
各
５
０
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

⃝
�

定
員
＝
先
着
各
15
人

⃝
�

参
加
費
＝
無
料

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先提

相
　
談

確
定
申
告
無
料
相
談

南
九
州
税
理
士
会
加
治
木
支
部

税
理
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
２
月
21
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
４
時

※�

受
付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
。

混
雑
に
よ
り
早
ま
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

⃝
�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
共
通
ロ
ビ
ー

⃝
�

対
象

◦�

公
的
年
金
受
給
者
で
確
定
申
告

を
提
出
す
る
人

◦�

年
金
受
給
者
か
給
与
所
得
者
で

医
療
費
控
除
の
還
付
申
告
を
提

出
す
る
人

◦�

事
業
所
得
・
譲
渡
所
得
・
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
人

※�

相
談
内
容
次
第
で
、
場
所
を
別

途
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
森
税
理
士
事
務
所
☎（
62
）

６
４
５
８

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
☎（
64
））

０
９
１
４

サ
ン・
あ
も
り
健
康
講
座

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

な
が
ら
姿
勢
と
柔
軟
性
を
改
善
し
、

筋
力
を
付
け
て
腰
痛
予
防
を
目
指

し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
２
日
～
５
月
25
日

（
全
て
水
曜
・
全
10
回
）
午
後

７
時
～
７
時
50
分

⃝
�

準
備
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
動
き
や
す
い
服
装
。

⃝
�

受
講
料
＝
４
５
０
０
円

⃝
�

講
師
＝
反た

ん

田だ

裕ひ
ろ

子こ

さ
ん
（
日
本

３
Ｂ
体
操
協
会
公
認
指
導
者
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人
（
10
人
以
上

で
開
催
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
か
電
話

⃝
�

受
付
＝
２
月
３
日（
水
）か
ら

◎�
�問・�申
＝
サ
ン・あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

福
山「
お
き
な
草
ま
つ
り
」

お
き
な
草
が
春
の
訪
れ
を
告
げ

る
、
福
山
町
の
景
勝
地
・
旧
田
中

家
別
邸
で
「
お
き
な
草
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。
会
場
で
は
写
真
、

陶
芸
、
生
け
花
な
ど
の
展
示
や
劇
、

音
楽
、
お
茶
な
ど
の
実
演
が
で
き

ま
す
。
出
演
・
出
展
希
望
者
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
３
月
20
日（
日
）～
４
月

30
日（
土
）の
間
の
数
日
間

⃝
�

場
所
＝
旧
田
中
家
別
邸

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
29
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
お
き
な
草
ま
つ
り
実

行
委
員
会【
恒
吉
】☎
０
９
０（
７

４
４
５
）８
８
５
４

陽
子
線
治
療
市
民
公
開
講
座

陽
子
線
治
療
と
は
が
ん
の
病
巣

の
み
に
狙
い
を
絞
り
陽
子
線
を
照

射
す
る
治
療
法
で
す
。
仕
事
や
日

常
生
活
を
続
け
な
が
ら
、
外
来
で

治
療
で
き
る
陽
子
線
治
療
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

（
入
場
無
料
）

⃝
 

日
時
＝
２
月
25
日（
木
）午
後
２

時
～
３
時
30
分
（
開
場
＝
午
後

１
時
30
分
）

⃝
�

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り

⃝
�

定
員
＝
１
２
０
人

⃝
�

講
師
＝
菱
川
良
夫
さ
ん
（
メ

デ
ィ
ポ
リ
ス
国
際
陽
子
線
治
療

セ
ン
タ
ー
長
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話
で

⃝
�

申
込
期
限
＝
２
月
22
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学

研
究
財
団（
オ
フ
ィ
ス
鹿
児
島
）

☎
０
９
９（
２
１
０
）７
６
１
５

講座名 内　　　　容 日　　時 場　所 対　象 申込期限
英語で

ティータイム
国際交流員と英語でティータイム
を楽しみます。

3/2（水）
14：00～ 15：00

国分公民館
調理講義室

英語初級レベル
以上の人 3/1（火）

韓国語教室 カタカナ表記の外来語をハングルで覚
え、カルタで楽しく韓国語を勉強します。

3/3（木）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室 霧島市民 3/1（火）

English
Hour

自分に合ったレベルで国際交流員
と英語で会話します。
※�参加は、1人1つのレベルに限り
ます。

【初級】3/ 7（月）
18：00～ 19：00
【中級】3/ 7（月）
19：10～ 20：10
【上級】3/14（月）
18：30～ 19：30

国分公民館
中研修室 霧島市民

【初級】3/ 3（木）
【中級】3/ 3（木）
【上級】3/10（木）

中国語教室 国際交流員と病院受診のときに使
用する言葉や表現を学びます。

3/10（木）
14：00～ 15：00

国分公民館
小会議室 霧島市民 3/8（火）

お詫びと訂正
　１月号９ページの
霧島神宮御田植祭の
期日に誤りがありま
した。お詫びして訂
正します。

（誤）３月23日（水）
（正）３月12日（土）
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このコーナーは読者の皆さんからの声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

英
語
で
霧
島
の
魅
力
を
伝
え

た
い
と
い
う
１
月
号
の
高

校
生
の
記
事
に
、
霧
島
市
に
は
こ

ん
な
に
す
て
き
な
未
来
を
思
い
描

い
て
い
る
方
が
い
る
ん
だ
と
思
う

と
、
同
じ
市
民
と
し
て
本
当
に
う

れ
し
く
な
り
ま
し
た
。
私
が
高
校

生
の
こ
ろ
は
自
分
の
こ
と
ば
か
り

考
え
て
い
て
、
振
り
返
る
と
「
な

り
た
い
自
分
に
な
れ
て
い
る
の
か
。

何
か
人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
か
な
」
と
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
若
い
力
、
思
い
が
い

つ
か
必
ず
霧
島
市
の
た
く
さ
ん
の

誇
り
と
魅
力
を
世
界
中
へ
発
信
し

て
く
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
日
が
来
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

私
も
心
が
弾
ん
で
、
わ
く
わ
く
し

ま
す
。
思
い
は
必
ず
か
な
う
と
信

じ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
。（
い
ぶ

む
あ
29
歳
女
性
）●

市
で
は
霧
島
市
で
学
ん
だ
子
ど

も
た
ち
が
地
元
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
雇
用
確
保
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。
若
い
世
代
が
夢
を
実

現
で
き
る
ま
ち
霧
島
市
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

昨
年
か
ら
一
人
旅
を
始
め
、
伊

勢
、
宮
島
、
福
岡
、
高
千

穂
峡
、
沖
縄
と
巡
り
ま
し
た
。
20

代
の
こ
ろ
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
メ
ー

ン
で
し
た
が
、
最
近
は
温
泉
や
自

然
、
神
社
な
ど
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
巡

り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
旅
を
し

て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
霧
島
の
素
晴
ら
し
さ
。
温
泉

も
自
然
も
神
々
も
、
そ
し
て
お
い

し
い
も
の
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね
。
地

元
愛
に
気
付
き
始
め
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。（
ほ
う
こ
44
歳
女
性
）

●

霧
島
の
魅
力
は
無
限
大
で
す
ね
。

今
月
の
特
集
で
は
ジ
オ
パ
ー
ク
の

魅
力
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
市
民

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
体
験
し
て
地
元

愛
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。

思
い
も
よ
ら
ず
自
宅
療
養
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
こ
１

か
月
は
以
前
と
１
８
０
度
違
う
の

ん
び
り
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
ま

す
。
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
に
も
や
っ
と
慣

れ
て
き
て
、
今
ま
で
斜
め
読
み
し

て
い
た
広
報
誌
を
隅
か
ら
隅
ま
で

読
ん
で
い
ま
す
。
特
に
絵
は
が
き

は
私
の
お
気
に
入
り
。
き
れ
い
な

写
真
が
私
を
癒
や
し
て
く
れ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
感
謝

の
一
言
で
す
。（
み
ど
り
の
お
ば
さ

ん
54
歳
女
性
）

●

体
調
は
い
か
が
で
す
か
。
一
日

も
早
い
ご
回
復
を
お
祈
り
し
ま
す
。

市
民
総
参
加
で
霧
島
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
始
め
た
絵
は
が
き
。
大
変
好

評
で
私
た
ち
も
う
れ
し
い
で
す
。

昨
年
出
産
し
て
今
は
育
児
休

暇
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
年
は
職
場
復
帰
。
朝
が
弱
い
私

は
、
朝
起
き
て
主
人
の
弁
当
を
作

り
、
子
ど
も
に
朝
ご
飯
を
食
べ
さ

せ
て
自
分
の
準
備
、
保
育
園
へ
の

送
迎
、
そ
し
て
職
場
へ
と
い
う
流

れ
を
毎
朝
で
き
る
の
か
、
今
か
ら

不
安
で
す
。
お
母
ち
ゃ
ん
頑
張
る

ぞ
（
寒
が
り
母
ち
ゃ
ん
26
歳
女
性
）

●

寒
が
り
母
ち
ゃ
ん
と
ご
主
人
と

協
力
し
な
が
ら
、
楽
し
く
仕
事
復

村本奈穗さん（溝辺）

⃝  期日＝３月５日（土）、６日（日）
⃝  時間＝午前９時～午後５時
⃝  場所＝加治木かもだ想い通り ほか
⃝   内容＝江戸時代から続く県内三大市の

一つ。特産品や苗木、竹製品などが並ぶ。
＝姶良市商工会加治木支所 ☎（63）2295

⃝  期間＝２月21日（日）～３月６日（日）
⃝  時間＝午前９時～午後７時
⃝  場所＝末吉総合体育館（諏訪方8478-1）
⃝  入場料＝無料
＝�曽於市教育委員会社会教育課

☎099（482）5958

加治木初市 第33回吉井淳二記念展  展示会姶良市 曽於市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

帰
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。
市
の

子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

表
紙
の
す
て
き
な
写
真
に
感

激
し
な
が
ら
わ
く
わ
く
し

て
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
ま
し
た
。
１
月

号
の
特
集
は
龍
馬
ハ
ネ
ム
ー
ン
ウ

オ
ー
ク
。
第
１
回
大
会
に
娘
と
参

加
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

普
段
の
運
動
不
足
が
た
た
り
、
地

域
の
方
の
お
も
て
な
し
が
終
了
し

た
後
に
通
過
す
る
始
末
で
し
た
。

特
集
記
事
を
見
る
と
、
地
元
の
方

が
こ
の
よ
う
な
心
か
ら
の
お
も
て

な
し
を
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
い
い
で

す
ね
。
今
年
は
第
20
回
の
記
念
大

会
。
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
マ
マ
56
歳

女
性
）

●

今
年
は
龍
馬
の
来
訪
か
ら
１
５

０
年
。
記
念
す
べ
き
大
会
に
な
り

そ
う
で
す
。
詳
し
く
は
霧
島
市
観

光
協
会
（
☎
78
－
２
１
１
５
）
へ

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

霧
島
で
産
ま
れ
育
ち
、
結
婚

し
て
４
年
目
に
突
入
。
新

し
い
命
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
家
を
買
い
、
自
治
会
に
入
っ

た
こ
と
で
、
最
近
あ
ら
た
め
て
き

ち
ん
と
広
報
き
り
し
ま
を
読
む
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
産

ま
れ
る
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
も
っ
と
も
っ
と
地
域
の
こ
と
を

知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
と
真
剣
に

読
ん
で
い
ま
す
。
こ
ん
な
所
が
あ
っ

た
ん
だ
、
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

ん
だ
と
初
め
て
知
る
こ
と
が
と
て

も
多
く
、
子
ど
も
が
産
ま
れ
た
ら

い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

く
な
り
ま
し
た
。
寒
く
な
っ
て
き

た
の
で
し
っ
か
り
体
を
温
め
て
、
早

く
わ
が
子
に
会
い
た
い
で
す
。（
Ｍ

Ｇ
Ａ
Ｈ
31
歳
女
性
）●

お
子
さ
ん
の
誕
生
が
楽
し
み
で

す
ね
。
お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

広
報
き
り
し
ま
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
広
報

誌
、
霧
島
の
魅
力
を
再
発
見
で
き

る
広
報
誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
て
き
な
お
父
さ
ん
へ
。
道

路
を
い
つ
も
き
れ
い
に
し

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
気
持
ち
よ
く
通
勤
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ほ
か
に

も
同
感
さ
れ
て
い
る
方
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
朝
の
忙

３
月
の
鹿
児
島
マ
ラ
ソ
ン
が

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
る
と

「
ヨ
シ
ヨ
シ
」
と
自
分
に
言
い
聞
か

せ
、
練
習
に
も
熱
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
昨
年
の
菜
の

花
マ
ラ
ソ
ン
以
来
２
回
目
の
挑
戦

で
す
。
き
つ
く
て
投
げ
出
し
た
く

な
る
中
で
完
走
し
た
あ
の
達
成
感

は
何
事
に
も
代
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

周
り
の
友
達
に
も
マ
ラ
ソ
ン
は
い
い

よ
と
勧
め
て
み
る
の
で
す
が
、
反

応
は
い
ま
ひ
と
つ
で
す
。
健
康
づ

く
り
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
も
っ
て
こ

い
の
マ
ラ
ソ
ン
。
無
理
を
せ
ず
主
人

と
一
緒
に
練
習
し
て
い
き
ま
す
。
何

事
に
も
前
向
き
な
１
年
を
過
ご
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
Ｓ
51
歳
女

性
）

●

磯
の
海
岸
沿
い
を
走
る
と
き
に

は
遠
方
に
見
え
る
霧
島
の
山
々
が

応
援
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

完
走
し
た
と
き
の
達
成
感
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

こ
の
ほ
か
15
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

し
い
時
間
帯
ゆ
え
、
直
接
お
礼
が

言
え
ま
せ
ん
が
、
車
中
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
私
も
社

会
に
恩
返
し
が
で
き
る
年
に
な
り

ま
し
た
ら
、
お
父
さ
ん
を
見
習
え

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
気
弱
マ

マ
50
歳
女
性
）

●

暑
い
朝
も
寒
い
朝
も
、
早
い
時

間
か
ら
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
よ

ね
。
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
、
わ
が
家
の
小
さ
な
庭

に
ア
ジ
サ
イ
と
コ
ス
モ
ス
の

苗
木
を
植
え
て
み
ま
し
た
。
梅
雨

の
６
月
に
は
薄
紫
の
ア
ジ
サ
イ
が
、

秋
に
は
コ
ス
モ
ス
の
花
が
目
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
暖
冬
と
い
わ

れ
る
中
、
年
が
明
け
て
本
格
的
な

寒
さ
が
や
っ
と
訪
れ
ま
し
た
。
霧

島
の
山
々
が
雪
化
粧
し
た
風
景
は

冬
と
い
う
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
自
然
の
移
り
変
わ
り
は

す
て
き
で
す
ね
。（
Ｙ・Ｍ
54
歳
女
性
）

●

暖
冬
と
思
っ
て
い
た
ら
１
月
下

旬
か
ら
急
に
冷
え
込
み
ま
し
た
ね
。

霧
島
の
山
々
は
四
季
折
々
の
い
ろ

い
ろ
な
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

自
然
の
恵
み
に
感
謝
で
す
ね
。

⃝  期間＝２月21（日）～ 28日（日）
⃝  時間＝午前10時～午後３時
⃝  場所＝垂水市役所前交差点近く
⃝  内容＝県指定伝統的工芸品である垂水

人形の展覧会。絵付けや着付け体験も。
＝ 垂水市観光協会 ☎0994（32）8839

春を呼ぶ垂水土人形展～海潟温泉と川畑家～垂水市
⃝  期間＝３月31日（木）まで（火曜、３月７日（月）

～ 11日（金）は休止）
⃝  場所＝鹿児島市立科学館（鴨池二丁目）
⃝  内容＝プラネタリウムやしまじろう・宇宙兄

弟の上映。
＝�鹿児島市立科学館 ☎099（250）8511

鹿児島市立科学館 宇宙劇場冬番組鹿児島市

Ⓒ小山宙哉・講談社/
読売テレビ・A-1  Pictures
特別協力：JAXA
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※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955までご連絡ください。

理想をカタチにするホテルメイドパティスリー“空に浮かぶ理想郷”を意味
する名のように、かごしま空港ホテルの伝統と新しいアイデアを融合させた
理想のホテルメイドパティスリーとして、常に最上のお菓子をお届けします。

オ
ー
ル
霧
島
・
元
気
！
市
民
力

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な

っ
て
地
方
創
生
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
１
月
11
日
、「
霧
島

市
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
市
民
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
も

活
躍
さ
れ
て
い
る
慶
應
義
塾
大

学
教
授
の
岸
博
幸
先
生
が
「
市

民
の
皆
さ
ん
が
恵
ま
れ
た
資
源

や
魅
力
に
気
付
き
、
創
意
工
夫

し
て
新
し
い
霧
島
の
魅
力
を
生

み
出
し
て
」
と
提
言
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
岸
先
生
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
の
下
、
市
地
方
創
生
有
識
者

会
議
の
４
人
の
部
会
長
の
皆
さ

ん
や
福
山
町
の
佳
例
川
地
区
自

治
公
民
館
長
、
第
一
工
業
大
学

や
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校

の
学
生
な
ど
７
人
に
登
壇
し
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
た
く
さ
ん
の
示
唆
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
岸
先

生
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
問
題
意

識
の
高
さ
を
称
賛
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

連
休
中
で
あ
い
に
く
の
雨
天

で
し
た
が
関
係
者
の
努
力
も
あ

り
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
市
民
の

皆
さ
ま
と
共
に
地
方
創
生
の
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
を
本
当
に
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
オ
ー
ル
霧
島
、
そ

し
て
元
気
、
市
民
力
で
霧
島
市

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎人口／126,966人（＋14）
男性／ 60,980人（＋21）
女性／ 65,986人（－ 7）
出生 98人／死亡110人
転入316人／転出282人
◎世帯数／59,709世帯（－23）

（平成28年１月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

先月、韓国岳に登ったときのこと。もしここで噴火したらどうすれ
ば…と恐怖を感じました。今回の初特集で、火山の恵みを知るの

と同時に、霧島山は生きている火山だとつくづく勉強になりました。「自
分の身は自分で守る」という井村先生の言葉が胸に刺さりました（土井）

思い出の味の「まぜまんま」は素朴で懐かしい味で、思わず祖父や
祖母との思い出がよみがえりました。おやつによく作ってくれた

「そばがき」、病院帰りによく買ってきてくれた「ビスケット」。何げな
いものも、思い出という魔法が「ごちそう」に変えてくれますね（川床）

成人式の取材に行きました。再会を喜ぶ新成人たちで会場はいっぱ
いになり、歓声や写真撮影でにぎやかでした。新成人の笑顔を撮

影しようとすると、周囲はスマホだらけ。撮ってその場で共有して、ＳＮ
Ｓに投稿。大人の一歩を踏み出した皆さんの笑顔に「いいね！」（古市）

池巡り取材でえびの高原に行ったとき驚いたのがスケート場の行列。1
時間半待ちにもかかわらず、期間限定の贈り物を楽しもうと、大

勢の人が寒い中、並んでいました。山登りに池巡り、スケート…。すぐ
近くに大自然の恵みを感じられる環境がある。ぜいたくですね（美坂）

霧島市ホームページ

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から、かごしま空港ホテル・パティスリー
「SKYPIA」より商品券（1,000円）を15人の方にプレゼント。応募締め切りは２月12日（金）
当日消印有効です。※当選者の発表は、賞品の発送をもってかえさせていただきます。

約１年前、えびの高原から大浪池に登る
途中の登山道で撮影した１枚です。最
高の天気に恵まれたこの日、えびの高
原の気温はなんとマイナス10℃。見
るもの全てが「白」一色で覆い尽くさ
れていました。雪をかぶった木々の枝
がどこまでも続き、自分の声も雪に吸
収されるような神秘的な世界。とにか
く圧倒されました。ここが南国鹿児
島、市街地から車で90分で来られる
場所だなんて。すごいぞ、霧島市（川床）

白の回廊
平成27年２月13日
午前11時１分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ18 ～135㎜
F3.5-5.6　1/1250s　 F5.6　 ISO200

今月の表紙

➡市ホームページから
もプレゼントの申し込
みができます。

☎0995-58-2331　営業時間／10：00 ～20：00　年中無休
溝辺町麓616-1（かごしま空港ホテル内）

かごしま空港ホテル・パティスリー「SKYPIA」

かごしま空港ホテル 検索

パティスリー「SKYPIA」の商品券
（1,000円）を15人にプレゼント

�問＝子育て支援課 ☎（64）0991

　病気や病気回復期のときに、保護者の勤務の都合や傷病、事故、出産、冠婚葬祭、
学校の行事など、やむを得ない事情により家庭で保育できない小学６年までの子ども
を預かります。利用料は１日1,200円、半日600円。

　利用を希望する実施施設に事前に登録して、利用するときに実施施設へ電話で予約
をしてください。利用申請書など、詳しくは各実施施設へ問い合わせください。

子どもが病気のときに預かります

施　設　名 住　　所 電話番号 そ　の　他
病 児 保 育 かわの小児科 隼人町姫城1-119 42-8866 みつぎ童夢園

は、平成28年
４月から利用
できる予定で
す。

病後児保育

第２ドリーム保育園 国分清水1丁目25-1 46-0088
隼人認定こども園 隼人町住吉971-2 42-0348
牧之原認定こども園 福山町福山4930-2 56-2867
みつぎ童夢園 隼人町見次1149-6 73-6501

病児・病後児
保育

利用するには

実施施設
市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。

広報きりしま  26

中綴じのクーポンも
ご利用ください。



〈随ずいそう想〉

で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た

が
、
目
の
当
た
り
に
す
る
噴
火
は

想
像
を
絶
す
る
も
の
で
、
山
腹
の

木
々
が
燃
え
て
い
る
の
を
不
安
な

気
持
ち
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

噴
火
前
の
新
燃
岳
は
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
や
キ
リ
シ
マ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
の
群
落
が
広
が
り
、
秋
に
は
ス

ス
キ
が
風
に
揺
れ
、
穏
や
か
な
印

象
の
山
で
し
た
が
、
噴
火
に
よ
り

火
山
本
来
の
荒
々
し
い
姿
を
知
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
美
し
か
っ

た
登
山
道
が
噴
石
に
覆
わ
れ
、
山

肌
が
焼
き
尽
く
さ
れ
て
し
ま
っ
た

の
は
衝
撃
的
な
出
来
事
で
し
た
が
、

同
時
に
霧
島
山
の
自
然
に
つ
い
て
、

よ
り
深
く
知
る
き
っ
か
け
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

噴
石
が
積
も
っ
た
高
千
穂
峰
や

中
岳
で
は
、
噴
火
の
翌
春
に
ミ
ヤ

マ
キ
リ
シ
マ
が
驚
く
ほ
ど
盛
ん
に

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
幾
度
も
噴

火
を
し
て
き
た
霧
島
山
で
は
、
噴

火
に
よ
る
破
壊
と
再
生
を
繰
り
返

し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。
火
山
に

生
き
る
生
物
の
た
く
ま
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

平
成
25
年
10
月
25
日
に
は
、
え

び
の
高
原
の
硫
黄
山
に
火
口
周
辺

警
報
が
出
さ
れ
、
え
び
の
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
も
一
時

休
館
し
ま
し
た
。
幸
い
に
噴
火
は

せ
ず
、
翌
年
５
月
１
日
に
警
報
は

解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
火
山
性
微

動
が
観
測
さ
れ
る
な
ど
、
火
山
活

動
は
や
や
高
ま
っ
た
状
態
が
続
い

て
い
ま
す
。
噴
火
の
可
能
性
が
あ

る
活
火
山
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、

日
ご
ろ
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

か
つ
て
硫
黄
山
に
は
硫
黄
鉱
山

が
あ
り
、
噴
気
が
漂
う
中
で
鉱
夫

た
ち
が
硫
黄
を
採
取
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
付
近
に
噴
気
が

あ
っ
た
時
代
も
あ
り
、
火
山
は
変

化
し
続
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
ひ
と
た
び
噴
火
が
起
こ
れ

Profile

霧島の自然に憧れて
◎柳田  蓉子

標
高
１
２
０
０
ｍ
に
位
置
す
る

え
び
の
高
原
は
山
麓
に
比
べ
気
温

が
低
く
、
雪
が
積
も
る
日
も
あ
り

ま
す
。
私
は
仕
事
の
た
め
毎
朝
え

び
の
高
原
に
通
っ
て
い
ま
す
。

え
び
の
高
原
は
四
季
折
々
に
美

し
く
、
年
間
を
通
し
て
登
山
者
や

観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
キ
リ
シ
マ

ミ
ズ
キ
や
ノ
カ
イ
ド
ウ
な
ど
次
々

に
花
が
開
く
春
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ

マ
が
咲
き
誇
る
初
夏
、
真
っ
青
な

火
口
湖
が
さ
わ
や
か
な
夏
、
色
鮮

や
か
な
紅
葉
の
秋
、
そ
し
て
冬
も

ま
た
、
雪
と
氷
が
ま
る
で
別
世
界

の
よ
う
な
美
し
い
景
色
を
見
せ
て

く
れ
ま
す
。
新
雪
が
真
っ
白
に
降

り
積
も
っ
た
朝
は
、
子
ど
も
の
よ

う
に
心
が
躍
り
ま
す
。
長
靴
を
履

い
て
雪
の
中
を
歩
い
て
い
く
と
、

シ
カ
や
ノ
ウ
サ
ギ
、
テ
ン
な
ど
動

物
の
足
跡
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と

に
気
付
き
ま
す
。
寒
い
中
ど
の
よ

う
に
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
、
足
跡
は
森
の
中
へ
消
え
て
い

き
ま
す
。

平
成
23
年
１
月
26
日
、
霧
島
山

の
新
燃
岳
が
約
３
０
０
年
ぶ
り
と

な
る
本
格
的
な
マ
グ
マ
噴
火
を
起

こ
し
ま
し
た
。
新
燃
岳
が
活
火
山

ば
、
大
き
な
火
山
の
前
に
人
間
は

な
す
す
べ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
火
山

な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
景
色
と

自
然
を
も
つ
霧
島
山
の
登
山
を
楽

し
む
た
め
に
、
火
山
の
活
動
状
況

や
天
候
を
事
前
に
確
認
し
て
、
謙

虚
に
向
き
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

自
然
は
人
を
寄
せ
付
け
な
い
厳

し
さ
と
同
時
に
、
恵
み
を
も
た
ら

す
優
し
い
美
し
さ
の
両
方
の
顔
を

持
っ
て
い
ま
す
。
時
に
厳
し
い
顔

を
見
せ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
霧

島
山
の
自
然
の
中
で
過
ご
す
時
間

は
本
当
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

身
近
で
雄
大
な
霧
島
山
の
自
然
の

魅
力
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
豊
富
な
自
然
を
未
来
へ
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
岳
登
山
道
硫
黄
山
分
岐
付
近
よ
り

雪
が
積
も
っ
た
え
び
の
高
原

やなぎた ようこ（32）

一般財団法人自然公園財団
えびの支部主任。霧島錦江
湾国立公園えびの高原のえ
びのエコミュージアムセン
ターや、国立公園施設の管
理、美化清掃、環境保全な
どの業務を行っている。牧
園町在住。
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